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Protection and Application of Information
佐々木俊尚
１．情報の爆発的増加という現実
佐々木俊尚です．今日はどうぞよろしくお
願いします．「情報の保護と活用」という非常
に堅いタイトルを与えられまして，何を話そ
うかと思ったんですけれども，基本的には今
情報の流れがインターネット上でどう移り変
わってきているのかという動向についての紹
介をメインします．それによって保護，セキュ
リティ的な問題もしくはプライバシーの問題
の，どういう点が矛盾してきているのか考え
ていく参考になればと思います．
まずインターネット上での情報の流れ方で
すが，ネットのことにあまり詳しくない人と
話すと，未だにみんな検索エンジンが中心だ
と，検索エンジンで情報を探すのがインター
ネットの使い方だと思っています．検索エン
ジンというのは，自分の求める情報しか探さ
ないから，それ以外の情報が目に入らないん
じゃないかとか，そういうことをやっている
と視野がどんどん狭くなっていくとか，新し
い，自分が知らない情報に出会う機会がない
からタコツボ化していくしかなくて，これは
良くないというようなことをおっしゃる方が
たくさんいらっしゃいます．
実は検索エンジンがメインだったのは
2005，６年ぐらい．もうちょっと前の話であっ
て，以降この５年間ぐらいの間，検索エンジ
ンは完全にメインではなくなってきている．
何故かというと，最大の問題は，情報爆発に
対応出来なくなってきているということで
す．ウェブサイトのデータ量は1995年ぐら
い，インターネットの草創期がその頃なんで
すけど，15年くらい前から比べると，どんど
んどんどん指数関数的に増えています．
当初は，覚えていらっしゃる方は覚えてる
かもしれませんけど，90年代ぐらいまでは
ウェブサイトといっても個人でやる人はあま
りいなくて，企業のサイトなどが中心でした．
会社案内とか商品カタログをホームページに
載せていました．あるいはあとは朝日コムと
か，読売オンラインといった新聞社のサイト
です．そうすると情報量としてはマスメディ
ア以外はそんなに変わってなかったんです．
ところが，2006年に梅田望夫さんという方が
『ウェブ進化論』という本を書かれて，WEB2.
0という新しいインターネットの世界が出来
ました．それは何かというとブログであった
り，SNSであったり，当時はまだなかったで
すけど，今でいうツイッターとかです．
そういうもの，つまり個人が情報を発信す
る手段がどんどん整備されてきたのは2005，
６年ぐらいです．このシステムが出来ると，
情報量が爆発的に増えちゃったんです．多分，
これを計算している人は誰もいないし，実証
できる値ではないので，あまり根拠はないん
ですが，90年代から2000年代後半から比較
すると，インターネット上に流れている情報
の数，日本国内だけの統計で10倍以上に増え
てるんじゃないかなと思います．
実際，僕は10年ぐらい前から IT業界を取
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材していますが，90年代の終わり頃，まだイ
ンターネットはほとんど普及していなかった
ものですから，情報の収集先は雑誌とか新聞
だったわけです．日経新聞だとか日経産業新
聞とか．そうすると１日の朝に新聞を読んで，
あとは毎月５部ぐらいずつ雑誌をいくつか読
むと，だいたい情報収集というのは終わり
だった．あとは人に会いに行って話を聞くし
かない．ところがその後，ブログでどんどん
みんなが情報発信するようになった．IT業界
においても，経営者であったり技術者であっ
たり，いわゆるそういうキーマンと言われる
人達がどんどん自分で情報のアップを行いま
す．そうすると読まなきゃいけない情報がも
のすごく出て来ちゃった．例えば，つい２日
前にアップルがアイパッドって発表しました
よね．結構話題になった．多分，10年前だっ
たらアイパッドが発表されましたねって日経
かなんかで読んで「ほおっ」と思って，あと
はせいぜいもう少し細かい情報，ITメディア
みたいな，ウェブのニュースサイトで，なる
ほどこういうスペックなのかとかっていう程
度だったと思うんですね．
ところが，今それだけではアイパッドに関
する情報がまったく分からない．どうするか
というと，結局そのアイパッドについて，例
えば IT業界の中でのリーダーとか，あるい
はそのタブレット型の端末に詳しい人達がア
イパッドをどう評価しているのかということ
を，横断的に読んでいく必要があるわけです．
僕もここ２日か３日ぐらいの間に多分100は
間違いなく読んでいます．周りで読まなきゃ
いけない情報がどんどん増えちゃう．みんな
がたくさん情報を仕入れているので，自分だ
けが読まなくて，俺は新聞だけでいいやと
言っていると，追いつかなくなっちゃう．そ
ういう状況が出来てきています．
今，実際，日々のウェブ上の情報収集に
RSSリーダーという，ブログとかニュースサ
イトの新着情報が更新されるとすぐ送ってく
れるサービスを使ってるんですが，だいたい
500ぐらいブログとかニュースサイトを登録
しているので，毎日毎日僕のところに流れて
くる新着リストが2,000ぐらいあります．そ
の2,000ぐらいある記事の見出しを全部眺め
てそこから必要な記事を多分100ぐらい，100
までなくても数十ぐらい読んで更にその中か
ら，これはちょっと後から参考にしなきゃい
けないと思う記事を，20-30本ぐらいはマー
クしています．普段そういう作業だけで１日
のうちの２時間ぐらいは使っています．
私のようなジャーナリズムの世界で仕事を
している人間にとっては，これは必要だから
やっているんですけど，例えば，忙しい普通
のビジネスマンであるとか，あるいはそんな
にネット利用率が高くない主婦とか，そうい
うほうの人達がそんなこと出来るかと言った
ら出来っこないわけです．そういう状況の中
では，もう少し有効に情報を収集出来る手段
というのを作らなきゃいけない．というのが
今すごい大きな課題になってきています．つ
まりWEB2.0っていう，その４年ぐらい前に
起きたパラダイムの転換は，情報をフラット
にして個人が発信する情報も，企業やマスメ
ディアが発信する情報も同じように扱うとい
う素晴らしく民主的な世界を生み出したんだ
けど，その副作用として情報量を飛躍的に増
やしてしまった．これが情報洪水となって，
我々は逆に情報が読めなくなっているという
ジレンマも生み出しているというのが今の状
況なんですね．
２．今後の社会における
情報発信の方針
検索エンジンはそれらに有効かといった
ら，まったく有効じゃないんです．例えばす
ごく分かりやすい例でいうと，うちの母親は
70歳ぐらいになるんですけど，その母親に
「じゃあお母さん，デジカメを検索エンジンで
調べて買ってみたら」と言ったら買えるのか．
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買えないですよね．まず自分の欲しいデジカ
メはいったいなんだろうということが分から
ないし，そもそも「デジカメ」で検索したら
多分何百万件も検索結果が出てきちゃう．そ
の中でどこでデジカメを売っているのかを調
べられない．だから検索結果は一般的にこの
情報大洪水の中で，ある種機能しなくなって
きているというのが現状です．
アンド検索とかノット検索をしてようやく
使いこなせる程度です．検索エンジンを使い
こなす時にはもう少しキイが必要なわけで
す．それならどうキイワードを設定するのか．
パソコンは全部簡単になりました．昔と比べ
るとね．インターネットをつなげてウェブサ
イトを見て，メールを読み書きするぐらい
だったら誰でも出来る．だからパソコンの講
習は今はあまりなくなっています．一方で検
索エンジンの使い方みたいなものは相変わら
ず講習とかがなされています．それは多分，
いまだに検索エンジンは使いづらいというこ
との表れです．こんなものが情報社会の中心
であることが間違いであって，より重要な問
題はより的確にどうやってそういう人に情報
を流すのかっていうことなんです．
そういう状況を踏まえて，僕が話すのは，
情報発信の方針が今後どうなるか，あるいは
どうしたいかという話です．
2-1．ターゲッティング
１つは，ターゲティングです．ターゲティ
ングとは何かというと，その人が求めている
情報をどうやって的確に投げ込むかというこ
とです．広告の分野でよく使われている言葉
です．例えば，ギャル服を買う10代の後半の
女の子がいたとして，その女の子にギャル服
の服屋さんが，例えばシマムラみたいなとこ
ろがどうやって広告を投げ込むか．普通に新
聞にシマムラが折り込み広告を入れたって，
若い人は読んでない．そうするとシマムラが
新聞広告を出してもおかしいよねとなりま
す．だったら携帯電話は10代の女の子はよく
使っているから，じゃあ携帯に広告流しま
しょう．でもシマムラのある場所って結構限
られていて，東京だと16号線，半径15キロ
以内にはほとんどないんです．どっちかとい
えばすごく郊外のほうにしかない．そうする
と都心の人に合わせて広告を投げ込んでもあ
まり意味がないので，だったらもう少し地域
を絞って投げ込んでみたらとなります．こう
いう風にどんどんどんどん，その情報を求め
ている人にいかに的確に情報を投げ込むかが
広告の分野ではすごく重要なテーマになって
きていて，実はこのことは情報分野全体に言
えることであるという状況なんです．
2-2．レコメンデーション
２つ目はレコメンデーション．お勧めって
いう意味です．要するに，自分が何を求めて
いるか分からない人って世の中にたくさんい
るんですよね．例えば，本を買いましょう．
何か面白い本が読みたい．その時に本のタイ
トルを知っていれば，すぐ検索出来ますよね．
アマゾンかなんかにいって検索してもいい
し，あるいはグーグルで検索して図書館で借
りてもいい．でも本のタイトルが分かってい
る人はごく少数で，だいたいは，「最近なんか
面白い本ないかな」みたいなぐらいの問題意
識しかない．そうするとその人に対して，こ
の本面白いですよというお勧めをしないと，
その人は的確な情報を得られないってことに
なりますね．だから今までのように検索エン
ジンのような，自分から情報を取りにいく，
自分からキーワードを設定出来る人だけでは
なくて，自分がなんのキーワードを調べてい
いのか分からない人，どんな本を読みたいの
か分からない人に対しても，その人が読みそ
うな本とかですね，その人が好みそうな情報
をきちんと的確に投げ込むことが出来るん
じゃないかっていう考え方，これがレコメン
デーションです．
36  Mar.2011社 会 情 報
2-3．セレンディピティ
３つ目．セレンディピティ．カタカナで申
し訳ありません．日本語の的確な言葉があり
ません．無理矢理訳すと，「偶然幸運とつなが
る力」という言い方をするんですね．セレン
ディプっていう，昔のセイロン，インド洋に
浮かぶ島ですけど，スリランカの古い名前で，
そこからセレンディピティっていう言葉が出
来たんです．なんで出来たかっていうと，セ
レンディプと３人の王子様っていうお伽噺が
あったのです．昔スリランカとインドの間の
海には龍が住んでいました．インドではそこ
のところでいつも船が沈められるので，ある
時，王様が３人の王子に対して「お前らちょっ
とこの龍をやっつけてこい」と言うのです．
魔法の巻物がテレサというところにあるとい
うのです．テレサって今リラっていうけど，
そこにあるから探してこいとね．それで探し
に行くんです．ところが結局巻物は見つから
ない．見つからないんだけど３人の王子様は，
泥棒を捕まえてご褒美もらったりとか，奥さ
ん見つけて結婚したりとか，思いも寄らない
幸運をつかんで家に帰ってくる．まあそうい
う話なんですね．そこから転じて，自分が求
めたものじゃないけれども偶然，違ういいも
のとつながるってことをセレンディピティと
言うようになったんです．さっき僕は検索エ
ンジンの情報はタコツボ化しますと言いまし
た．そのタコツボ化させないようにするのが
セレンディピティ，要するにその人が求めて
いないにもかかわらず，その人が偶然見つけ
ることです．こんないい情報もあったんだと
いうことを知る．そういう機能がおそらく情
報アクセスには結構重要であろう．この人は
タコツボを防ぐためのアクセス者として存在
しているんじゃないかというのがセレンディ
ピティなんです．
３．情報アクセスの方法としての
アルゴリズムとソシオグラム
この３つが情報アクセスとしての大きな
テーマになっています．もう少し説明しま
しょう．さっき言ったようにどういう人にそ
の情報を送り込むのかというターゲティング
をどうやってやっていけばいいのか．これに
はいろんなアプローチがありますが，大きく
は２つの方向性があります．
１つはアルゴリズムで，もう１つはソシオ
グラム．アルゴリズムとはコンピュータの計
算です．ソシオグラムとは何かというと日本
語でそのままいうと人間関係の相関図です．
例えばミクシィをやっていらっしゃったら，
マイミクっていますよね．自分の友人とつな
がっている．そういう友人とつながっている
関係のことをソシオグラムという．つまり，
自分やある人たちが何の情報を求めているか
をコンピュータの計算によって調べるか，も
しくはその人の友人関係に沿って情報を流す
ことで，その人に的確な情報を流すという２
つの方向性があるということなんですね．
3-1．ライフログの威力
１つ目のアルゴリズムの話をしましょう．
コンピュータの計算．これに関してライフロ
グというのが今，結構キイワードになってき
ています．ライフは生活でログとはいろいろ
な記録．つまり生活行動記録のことをライフ
ログと言っています．どういうものかという
と，これはライフログについて書いた『トー
タル・リコール』という本ですけれども，ウェ
ブの記録とか，買い物をした記録，あるいは
個人の医療や健康情報，どこの病院にかかっ
て，電子カルテがどうなっていてどんな薬を
飲んでいるか，あるいはどこをどう歩いて移
動したのかなどの全ての生活記録です．最近
の携帯電話は GPSを内蔵していますから，
歩いて移動すれば，その移動経路が記録出来
るわけです．あるいは誰と会ってどこで何を
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したのか，そんなのは分かるわけないだろう
と思うかもしれませんが，分かるんです．最
近の携帯って無線 LANを内臓しています
ね．ブルートゥースと言って１個１個のブ
ルートゥースのチップに，IDが打ってあるん
ですね．だから例えば，新たなアプリケーショ
ンをかませておけば，例えば，僕のブルー
トゥースの携帯をどこか別の人のブルー
トゥースの携帯の人と接触するとします．ブ
ルートゥースというのは電波の届く距離が２
メートルぐらいしかないですから，それが，
ブルートゥースの IDなんとかさんと接近し
ました．しかもその接近したのは10分でした
という記録を残すことが可能なわけです．
実際アメリカのMIT（マサチューセッツ工
科大学）にそういう実験をやる先生がいて，
教職員100人ぐらいにブルートゥース内蔵の
ノキアの携帯を配って，アプリケイトを仕込
ませて１か月ぐらい使ってもらった．その記
録を調べてみると，例えばある先生は毎日毎
日10人ぐらいの人と会っていて，しかも結構
長い間話している．だからこの人は大学内の
人間関係のキイマンだろうみたいなことがわ
かりました．中には人嫌いの人もいて，この
先生はなんか１週間誰とも会ってない人がい
たりする．そういうことも分かってしまう．
そういう感じで１か月記録すると，ある程度
学内の人間関係，交流関係とかそういうのが
浮かび上がってきてしまうのです．そういう
ことが出来るわけです．
3-2．監視社会化というより利便性か
この研究をやっているMIT（マサチュー
セッツ工科大学）の先生のインタビュー記事
を僕は何かで読んだんですけれど，その中で
インタビュアーが，「先生こんなの調べたんで
すね．これは監視社会じゃないですか」と言っ
ていました．確かにそういう部分はある．そ
れに対してこのケントアップル先生という先
生ですが，彼がなんて答えたかというと「確
かにそういうことを国がやれば，監視社会化
するかもしれない．けれども，一方で例えば，
最近新型インフルエンザが一気に爆発的に普
及したけど，ああいうのが起きてどこから感
染したんだという感染源を，パンデミックの
時に調べようと思った時に，例えば全員がこ
ういうブルートゥース携帯を持っていれば，
たちどころに感染者がすっと分かってしま
う．そういうメリットもあるんですよ」と話
していました．この利便性もあなどりがたい．
言いたいのは，こういうライフログ化してい
く状況の中では，メリット，デメリットが必
ず生まれるということなんですね．
もう少し説明すると，この人は走っていた
のかそれとも歩いていたのか．アイフォンに
は最近加速度計が内臓されてますね．wiiって
ゲーム機にもリモコン機能が付いています．
あのリモコンでスポーツゲームをやっている
と身体の振れが分かるでしょう．あれと同じ
機能があって，要するにアイフォンは振ると
反応するわけです．つまり腰に付けていれば，
走れば走ったと分かるし，止まっていれば止
まったと分かる．腰に付けて歩いて記録すれ
ば，この人はどのくらいの距離を歩いて，ど
のくらいの時間，止まっていたかがある程度
判断出来るということです．あとは何歳まで
どういうところに住んでいて，どんな趣味か．
これは当然色んなサイトを使う時に最初に，
ヤフーもそうですが，アンケートを求められ
たりする．こういうのが入力されていれば属
性も分かりますよ，と．こういうすべての行
動を捕捉して，そこから解析して意味を探し
ていくのがライフログと言われているわけで
す．これが今，実はものすごく注目を集めて
いる．なぜかというと２つ要因があります．
一つは今言ったターゲティングを効率化する
ためにはこうやって個人の行動を捕捉して，
その個人の行動をもとにこの人は何を求めて
いるかを調べることは可能なんじゃないかと
いう問題意識です．
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もう一つはビジネス的な要因です．色んな
企業，ネット企業をもう十何年やっていて，
例えば支店のサーバーかなんかにものすごい
たくさんの人達の過去にどんな物を買ったか
という購入履歴データがだいぶ積み上げられ
ているとします．例えばグーグルのサーバー
で，Ｇメールでみんながどんなメールのやり
とりしているかについてのデータがだいぶ積
み上げられている．こういうような大量に出
てきた顧客のデータをもう少し有効に活用出
来るんじゃないかと企業が考え始めていたと
いうことが背景にあるんです．一方で広告企
業の側から見ると，より的確な広告配信が求
められるようにどんどんなってきています．
昔だったらテレビで CM をばーっと流し
て，皆さん見てくださいで良かったんだけど，
最近はインターネットが出てきたことによっ
て，ネット広告では購買特定が重要になって
きた．購買特定とは，いったい何人の人がそ
の広告を見て，その内何人がその広告をク
リックして，更にその内の何人がクリックし
た先でなんか物を買っているかということで
す．資料請求してくれたかという３段階の計
測をものすごく細かくやっていて，ここの数
字を高くしないと全然売れなくなっちゃうと
いうことです．だからどんどん広告が高度化
しなくちゃいけないという課題になってきて
いて，こういう動きもライフログを期待する
ような方向に向かっています．
3-3．プライバシーという観念は歴史的なもの
というわけで，去年ぐらいからこうしたラ
イフログが日本でも非常に注目を浴びるよう
になってきています．でも，一方でたぶんこ
こにいらっしゃる多くの方々が感じると思う
のは，気持ち悪いということですよね．情報
アクセスを高度化させるという目的をどう
やってトレードオフなしに両立させるかとい
うのは結構重要な問題なんですね．実は可能
なんじゃないかという説もあるんです．
例えば，アマゾンで本を買うと，この本を
買った人はこんな本も買っていますと出ます
よね．そのお勧めの本を見ると，ああ俺こん
な本が読みたかったんだと思うようなケース
が非常に多い．つまりアマゾンは，そのマッ
チング，ターゲティングの精度が極めて高い
んです．テクノロジーの程度が高いから．そ
うするとアマゾンの本のお勧めに対して不快
を感じる人は意外に少ないんです．実はこれ
ものすごくライフログなんですけど，ライフ
ログであるにも関わらず受け入れられている
状況を見ると，十分にターゲティングの精度
が高くてその人が好むものをきちんと提示出
来れば，実は案外受け入れられるんじゃない
かということです．これが１つ．
あともう一つは世代間の問題とか民族の問
題です．例えばアメリカと日本と EUを比べ
てみると，EUと日本はかなり厳しいプライ
バシー感覚を持っていて，結構情報の流出み
たいなことに対してセンシティブです．でも
アメリカはいい加減で，ものすごくプライバ
シー感覚が低い．例えば，個人の電話帳です
よね，イエローページ．インターネットで公
開されているので，例えばアメリカに住んで
いる人の名前で検索するとその人の電話番号
と住んでいる場所がグーグルのマップ上でピ
ンポイントで表示されたりということが普通
に出来てしまう．日本だとちょっとあり得な
い，というような違いがある．
あるいは日本国内においても実は，今の30
代，40代と，この中にもいらっしゃるかもし
れませんが10代ぐらいの人と比べると，プラ
イバシーの概念がまったく異なる．10代のほ
うが明らかにゆるくなってきています．イン
ターネットを使うようになればなるほどプラ
イバシーの感覚がゆるくなるっていう説もあ
るくらいです．だから時代の変化とともに，
プライバシー感覚はゆるくなっていく．そう
であれば，それは許容される方向にいっても
いいんじゃないかみたいな話にはなるんで
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す．
ちなみにアメリカにデビット・ブリンとい
う SF作家がいて，もう10年近く前に「トラ
ンスペアレント・ソサエティ」という本を書
いてるんです．透明化する社会．何が書いて
あるかというと，プライバシーって必要ない
んじゃないかということが書いてあるんです
ね．プライバシーがない社会のほうが実は人
間は幸せなんじゃないか．確かにそうなった
ら，小沢一郎の４億円問題も起きなかっただ
ろう．そう言えるかもしれないわけで，実際
にはプライバシーの感覚というのは本当に永
続的なものなのか疑ってもいいのです．
実は，プライバシーとは17世紀に市民社会
が成立した以降に生まれてきた概念です．例
えば，ヨーロッパでいうと古代ローマ時代．
あの頃にはプライバシーという観念自体がな
い．例えば，古代ローマ時代の普通の住居の
遺構を見てみると，家に廊下がない家があり
ます．玄関を入っていくと，子供のいる部屋
があって，お婆ちゃんの部屋があって，お父
さんの部屋があって，その奥にもなんか別の
人の部屋がある．その奥のほうの部屋に行く
ためには廊下ではなくて他の人の部屋を通ら
ないと行けない．つまりそれぞれの部屋に独
立性がないんです．要するに誰がどこに，目
の前にいても自分のプライバシーがなくて，
自分の生活が出来るようなそういうようなラ
イフスタイルがごく普通でした．自分がその
周りにプライバシー空間を作ってその中で生
活しないと落ち着かないような観念が出来る
のが実は18世紀か17世紀以降じゃないかと
はよく言われています．
ただプライバシー観念は移り変わっていく
ものであるからといって，かといってじゃあ
急にデビット・ブリンがいうようにプライバ
シーはなくてもいいなんていうわけにはいか
ないわけです．これは単に若者のどうこうと
いうことじゃなく，インターネット社会とビ
ジネスにおける，すごく重要な問題になって
くるのは間違いないと思うんですね．
４．空間の構造化
4-1．リアル空間サービス
ライフログと並んで非常に注目されている
ものにリアル空間サービスがあります．これ
は何かといいますと，我々が生きているこの
現実の物理空間そのものをインターネットと
融合させていこうという方向性のことです．
一番分かりやすい例が，今札幌も入ってるの
かな，グーグルストリートビューっていう風
景写真を使ったのがありますね．グーグル
マップの地図上をピンポイントでクリックす
るとその場所の通りの写真が表示されるサイ
ト．あれなど典型です．そういう方向性はた
くさん出てきています．空間の構造化と僕は
言っているんですが，今までアナログでしか
なかった我々の物理空間，街とか建物とかそ
ういうものをコンピュータシステムの中でま
とめられるように構造化していきましょうと
いう方向性です．例えば，アートラインとい
うアメリカのサンフランシスコでやっている
あるサービスで，ストリートビューとそっく
りに街の風景を車で撮影して回って，地図上
でピンポイントでクリックするとこの場所の
風景が見れます．
これはまったく同じなんですけど，この写
真を見ていただくと，この白いビルの手前の
角のところに蛍光色の水色の線が入っていま
すよね．この水色の線が入っているところに，
右上に小さくここから左，12.5メートルと書
いてあります．これは要するに，この青い線
の幅が12.5メートルだということなんです．
この青い線は誰かが書き込んだんですね．こ
のサービスを使っている人同士で，アイフォ
ンとかによって固定した物体に対してみんな
で色んなデータ，メタ情報を開示していけま
す．そういうサービスです．これをどんどん
増やしていって，ビルの名前を加えたり，お
店だったらそのお店のカフェオレの評価何点
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かみたいなのを足したり，いろんなものを
やっていくことによって，我々に見えている
街の中にある様々な物自体をどんどんネット
で検索出来るようにしていきましょうという
方向性です．これを僕は空間の構造化と呼ん
でいます．
4-2．ホームメンタルリアリティ
次に拡張現実（AR）です．これはホームメ
ンタルリアリティといって，実際の景色と
バーチャルな情報とを重ね合わせていこうと
いう技術です．一番流行っているものとして
は最近，朝日新聞のヒット商品番付なんかに
出ていましたが，セカイカメラというアップ
ルのアプリケーションがあります．これは実
際にアイフォンのアプリケーションでセカイ
カメラを起動して，池袋駅西口から向こうの
商店街や街の中を写した写真ですけど，そう
すると向こうにビックカメラ池袋西口店と
か，新生銀行と左に出てきます．要するにみ
んなで，街の中で建物とか道路などに吹き出
しを与えていこうということです．
何故こういうことが可能かというと，アイ
フォンの場合には，GPSとコンパスが内蔵さ
れているからです．どういうことかというと，
自分がある場所に立って，東の方を向いてそ
こにビルがあるとする．そうするとそのビル
がなんのビルかは，当然移動経路が分かると
そこから方角が分かればその場所が確定出来
るわけです．そうすると色んな人が色んな場
所から，建物に着いたら同じように移動経路
と方角によってその建物に特定化をすること
が可能です．そういう考え方なんです．それ
によって街中にある色んな建物にやっぱり同
様に吹き出しを与えていく．メタ情報を与え
ていくサービスが実現してきている．
セカイカメラだけじゃなく，今世界各国，
ドイツとかあの辺で，色んな動きが出ていま
す．こういうARと位置情報とかのサービス
というのがどんどん増えてきています．だか
らこれもあんまりやりすぎると，すごいこと
になって，秋葉原辺りだとこのセカイカメラ
が大ブームになっているので，今，秋葉原の
駅で降りてあの辺の電気街の正面でセカイカ
メラを開くと吹き出しだらけで向こうが見え
ないという悲惨な状況なんです．３日間で吹
き出しは消えますが，このノイズがどんどん
増えていくとどうなるかという色んな問題も
今後出てくるでしょうということです．
AR広告みたいなのも出てきていて，右側
の画面に何かマーカーのようなものが書いて
ありますけど，これは直接書いたのではなく
て，バーチャルオブジェクトを写真で貼り付
けているだけです．だから今後は街の中にあ
る種AR広告みたいなのをアイフォン側で
表示できるのではないかと考えられます．実
際グーグルストリートビューが話題になった
当時，同じ時期にロケーションビューという
国内サービスがあって，これは実は不景気の
あおりを受けてつぶれてなくなっちゃったん
ですが，そこでは，ストリートビューと同じ
ようなことやっているんです．例えば渋谷の
駅前に立ってカメラで見ると，色んな建物に
看板広告が出ていますよね．ソニーとかパナ
ソニックとか．そういうリアルの広告はソ
ニーやパナソニックに所有権があるんだけ
ど，そのロケーションビューの，つまり写真
の中の広告に関しては別にソニーやパナソ
ニックには所有権がないだろう，という考え
に基づいて，そのロケーションビューの写真
の中では，リアルのそれらの看板広告は別の
広告に差し替えられています．実際によくテ
レビゲームなんかでも野球のゲームとか見る
と，スタジアムのバッターボックス横の広告
のところが別の広告に差し替えられていたり
しますよね．あれと同じ原理です．こういう
ことも多分出来るようになるでしょう．
4-3．アンビエントインテリジェンス
アンビエントインテリジェンスという言葉
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が最近注目されるようになってきています．
アンビエントというのは環境という意味で，
アンビエントミュージックというと環境音楽
のことです．自分の周りに常に音が流れてい
るのがアンビエントミュージックです．では，
アンビエントインテリジェンスとは自分の周
りに常に様々な知性が存在していることで
す．どういうことなのか．一番典型的なサー
ビスはアメリカのヤフーインク．日本じゃな
いです．アメリカのヤフーインクがやってい
る，ファイヤーイーグルというサービス．つ
まり位置情報プラットフォームって言われて
るんですが，自分の位置情報，移動経路の情
報を集約するサイトです．例えば，このサイ
トに自分が使っている SNSとかツイッター
とか登録しておく．例えば，携帯電話を持っ
て移動していると自分の位置情報が取得出来
ます．それをこのファイルに送るとそれが自
動的にツイッターとか SNSに流れて，「この
人は今この位置にいます」という情報がツ
イッターに流れるというような仕組みです．
これは携帯以外にも色々なデバイスにも流
すことが出来るんです．例えば，今そこまで
流せるかどうか分かりませんが，カーナビに
流すことも可能です．どういうことになる
かっていうと，タクシーに夜乗って帰る．そ
うするとタクシーの運転手さんが優秀な人
で，自分が知らないような道をバーッと走る
人がいますよね．そういう道を翌日自分が
走ってみようと思ってもなかなか再現出来な
いケースが多い．例えば，その時に携帯電話
でその位置情報，位置経路をですね，きちん
と保存しておいてそれをファイヤーイーグル
に送っておけば，自動的にファイヤーイーグ
ルから自分の車のカーナビにその経路情報が
流されていく．車乗った瞬間に，昨日のあな
たの運転経路はこうですよって表示される．
そういうようなことも可能になるということ
です．
つまりこういう形でのライフログ的な行動
情報をリアル空間の中にまで推し進めようと
いう動きが最近徐々に出てきているというこ
となんです．リアリティーマイニングという
言い方もしますね．現実空間を解析していき
ましょうということです．さっきの自分が誰
とつながっているのかみたいな話と，自分が
地図上のどこの位置にいるのかという話とが
どんどん特定化されていく方向にあるという
ことです．
4-4．フォースクエア
最近，ツイッターブームも一段落しつつあ
るんですけど，フォースクエアというのが最
近ブームになりつつあります．これはアメリ
カのサービスなんですが，やっぱり位置情報，
SNSみたいなので，自分が今どこにいるんだ
というのをアイフォン上でどんどん表示して
いきましょうということです．
例えば，僕だったら，どこか知り合いにヤ
マダさんって人とフォースクエア上でつな
がっている．ヤマダさんが例えば，渋谷の何
かのレストランによく行くとして，その渋谷
のレストランについてフォースクエア上で，
この店はなんとかが美味しいみたいな情報を
投げ込んだとします．僕は例えば偶然，その
ヤマダさんが行っているとは知らないで渋谷
のその店の近くまで行ってフォースクエアを
起動すると，この周辺にヤマダさんが投げ込
んだお店の情報があります．表示すると，こ
のお店はなんとかが美味しいですってヤマダ
さんが書いているの分かります．位置情報と，
その位置に対するコミュニティツールです
ね．いろんな口コミと人間関係をミックスさ
せたようなサービス．こういうのが最近どん
どん増えてきているということです．
５．人間関係をうまく使うことで
的確な情報を流せる
さっきの話に戻ります．こういうのが情報
の流路として，さっきアルゴリズムは本当に
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完璧に可能なのかというと，計算だけで大変
なんです．実際にNTTドコモが，マイライ
フアシストっていうサービスをやっていま
す．まだ実験段階ですけれど．携帯電話から
その人の行動パターンを全部データから集め
ます．この IDがどこの駅通過するのかとか，
そういうデータを収集して，それをもとにそ
れぞれの的確なお勧めを投げ入れるみたいな
実証実験をやっている．実のところあまりう
まくいってない．やっぱり情報が増えれば増
えるほど，計算量が膨大になってしまって，
対応出来なくなってきちゃう．アマゾンみた
いに CD，DVD，あるいは書籍みたいな選択
性の強いものだとある程度その人の好みを抽
出するのは可能なんですが，日常のいろんな
行動でその人の嗜好をきちんと知るというの
はやっぱり並大抵のことじゃないんです．そ
こで最近は，そうやって計算だけでやろうっ
てことじゃなくて，もう少し人間関係をうま
く使うことによって的確な情報を流せるん
じゃないかっていう方向性に今流れが変わっ
てきています．
ただしその人間関係には実はスケールとい
う問題が関わってきます．マスかミドルか．
マスというはマスコミのマス．要するにマス
メディア．ミドルというのはマスじゃなくて
もう少し小さい地域のこと．例えば，ここに
20歳の大学生の人がいたとする．20歳の大学
生，ものすごい数ですよね．日本全国に多分
何百万人といる．その中で例えば札幌に住ん
でいるとか，札幌に住んでいて，よく分から
ないけどAKB48が好きだとかと絞ると，か
なり少なくなります．だんだん絞っていくと，
その圏域が，何万人とかあるいは何千人とか
にまで減っていく．そのぐらいの圏域の規模
のほうが実は情報ターゲティングがしやす
いっていう話があるんです．だからいかに情
報を絞り込むか．ターゲットを絞り込むかは
イコールです．その人に入り込んで人間関係
を的確に絞り込むかっていうこととイコール
である．マスに関してはランキングなんかが
あります．例えば，自分が何かの情報を得た
い．本を読みたい．何かいい本ないかなとい
う時に，何をターゲットにするかっていうと
具体的な内容や，今のベストセラーは何だろ
うとか，本屋さんに行って今週売上ナンバー
１って書いている本をつい買ってしまうみた
いなことです．
インターネットの中にランキングモデルみ
たいなものがあって，例えば，アットコスメ
という女性向けの化粧品の口コミサイトがあ
りますが，この化粧品を口コミサイトでどう
いう風に動線を引いているかというと，ラン
キングなんです．ただしランキングといって
も昔のように，日本人全員のランキングを
とったって意味ないだろうという風に徐々に
変わってきています．実際に例えば，ネイル
関係のランキングですが，爪にやさしいラン
キングとか効果のランキングとかあります．
だからお化粧品，化粧水のランキングでも，
例えば30代乾燥肌の人向けランキングとか，
40代しっとり肌の人向けランキングとか，対
象者がどんどんどんどん細分化されて，マス
のランキングじゃなくてミドルのランキング
になってきているというのが現状なんです．
自分と同じ圏域の人の情報でないと，その
情報は信用出来ないということがあります．
昔だったら例えばみんなが買っているから買
おうなんていうのがあったけど，最近は「み
んなっていったい誰よ」ということになって
きているわけです．だからテレビでこの商品
いいですよって言われるよりも，いつも仲良
くしている隣のみっちゃんがいいって言って
くれたほうがやっぱり信用出来るよねってい
う風に情報の流れがどんどん変わってきてい
ます．マスモデルというのが今や崩壊したん
ですね，情報アクセスにしたらどんどんミド
ル化している．
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６．フェイスブックとマイスペース
そういう状況の中で今注目されるのが
SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サー
ビス）です．SNSではどうやって情報を流す
のか．それに関しても今非常に大きな問題が
いっぱい生じています．難しい局面にきてい
るんですが，一番分かりやすい例を２つあげ
ます．フェイスブックとマイスペース．フェ
イスブックは要するに情報の伝達の SNSで
す．フェイスブックは元々大学の同窓会名簿
みたいなので SNSを使っているというとこ
ろから始まって，どんどん拡大していって，
今全世界で３億人ぐらいが入っている．世界
最大の SNSです．
フェイスブックはどちらかというとリアル
の人間関係，自分の実際の実生活を知ってい
る人とつながっていると言われています．一
方のマイスペースはかつては世界一だったん
ですけど今フェイスブックに抜かれて，それ
でも２億人ぐらい会員がいます．どういう
SNSかというと，リアルな人間関係じゃなく
て，どちらかというと音楽の趣味，嗜好が近
い人同士がつながっている SNSなんです
ね．このマイスペースには300万を超えると
いわれる膨大な数のミュージシャンが登録し
ていて，プロからアマチュアまでいっぱいい
るんですけれども，彼らが自分の楽曲をMP3
で自分のペースで配信出来るような仕組みに
なっている．だからなんか面白いバンドない
かというので，このマイスペースをウロウロ
して探すと，ミュージシャンのそれぞれの楽
曲を試聴出来るって，そういうことが可能な
んですね．家に転がっている人で自分と同じ
好みの音楽の人達がたくさん集まってきて，
そこに大きな動線が出来ている．
そうするとこれは２つのまったく違う流れ
で，同じ人間関係であっても，リアルな友人
の人間関係と，同じ趣味，嗜好．バーチャル
だけど同じ趣味，嗜好の人間関係．これらの
どっちがいい人間関係なのか．昔の考え方で
いうと，リアルの人間関係のほうがいいって
言うに決まっていますよね．いまだに年輩の
方だとインターネットは若者を孤独にしてい
るだとか言っている人はたくさんいらっしゃ
る．そういう発想からいえば，そんなバーチャ
ルだけでつながっている人間関係なんて人間
関係じゃないとかっておっしゃるでしょう．
でも情報という面からいうと，必ずしもそう
とは言えない．どういうことなのか．
フェイスブックに関して言うと，実はフェ
イスブックは３億人もの会員がいるので，も
のすごい儲かっているかというと，実は儲
かっていないんです．なんでかというと，会
員からお金取る方法があまりないから．それ
でフェイスブックがここ数年，なんとかフェ
イスブック上に広告をもらいたくて努力して
いる．
フェイスブックというのはミクシィよりも
ずっと高度に進化していて，自分が何かの行
動をとると，その行動が友人達に流れるんで
す．ライフストリームというんですが，例え
ば単純に僕が自分のプロフィールの写真を変
えただけで，佐々木俊尚がプロフィールの写
真を変えましたって僕の友人達に流れるんで
す．あと色んな企業がですね，自分のページ
を持って，例えばコカ・コーラのページに行っ
たら，他のページに見に行ってユーチューブ
のコカ・コーラの CM を見たりとか，コカ・
コーラにまつわる色んな物語を文章で読んだ
りとか出来るんですけど，そういうコカ・コー
ラのファンになるっていうボタンが置いて
あったりして，そのファンになるっていうボ
タンをクリックすると，僕の友人達に，佐々
木俊尚はコカ・コーラのファンになりまし
たっていう情報が流れたりするんです．
これをうまくマーティングに広告に使えな
いだろうかとフェイスブックが考えて，まだ
少ないですけど，フェイスブックアッズとい
うことを始めました．そこに載ったのがビー
コンという広告です．これは何かというと，
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今までフェイスブックの中だけでそのライフ
ストリームをしていた．つまり自分の行動が
友人達に流れていた．それだけじゃやっぱり
その人の行動がすべて把握出来ない．だった
ら，フェイスブックの外のサイトで何かやっ
た時にも，その行動がフェイスブックで友人
達に流れるようにしましょう，というのを外
のサイトと提携してやろうとしたんです．
ビーコンとは要するに灯台なんですけど，分
かりやすくいうと，例えば僕がアマゾンでな
んか本を買いました．そしたらその本を買っ
た瞬間に，アマゾンで僕がその本を買ったと
いう情報がピッとフェイスブックに流れて，
僕の友人達全員に「佐々木俊尚が今アマゾン
でこの本を買いました」ということが流れる
わけです．これをやろうしたんです．これは
ものすごく広告効果が大きいだろうと考えた
わけです．
ところが，これを発表した瞬間にものすご
い猛反発を受けたんですね．当たり前ですよ
ね．一番多かったのは，プライベートに関わ
ることを流されたらたまらないということで
す．フェイスブックは，自分の会社の上司や
なんかが全員つながっています．アメリカは
自分の仕事における関係と，プライベートの
関係との間が非常に開いている社会ですか
ら，自分の親しい友人に自分が昨日何食べた
とか，こんな映画見に行ったとかいうことが
なんで自分の会社のボスにまで流れなきゃい
けないんだって反発をものすごくくらったわ
けです．
７．ボブ・ディランの音楽が
マイスペースで復活
要するにこの反発の意味は，リアルの人間
関係は情報の流れる場所，流路としては正し
くはないということなのです．実際問題，仲
のいい友人だからといって全て共有できると
は限らないですよね．自分は趣味がエレクト
ロニクスなのに，よく分かんないニコニコ動
画の話ばっかりされたら，友人だって気持ち
悪いよねということです．インターネット上
で，SNSの中でリアルな友人とつながってい
る．リアルの友人との関係性を評価するには
いいけど，その関係性の中で情報が流れてい
くと，その情報が必ずしも自分にとって有用
であるとは限らない．そういう問題が生じて
きてしまう．
でも一方で，マイスペースはどうなるのか．
さっき言ったようにマイスペースというのは
音楽でつながっている人達の SNSの中なの
で，リアルの友人でもなんでもない，本当に
バーチャルな世界なんですけど，ものすごい
勢いで音楽の情報が流れています．例えば一
番今流れているのがこのボブ・ディラン．こ
れは1960年代に活躍したもう70歳ぐらいの
フォークシンガーでして，若い人はほとんど
知らないでしょう．息子はスコット・ディラ
ンっていうミュージシャンで，この人も有名
なんですけど，彼は90年代以降パッとしな
いっていうか，若者の中で全然売れてなくて，
CDも売れてなかったんです．その彼がマイ
スペースで自分のページを持って，そこで最
新作の「モダンタイムズ」っていうアルバムの
全曲をMP3で流し，さらに父親の「風に吹か
れて」とか「ミスター・タンブリン・マン」
みたいな古い楽曲のMP3もここで流したん
です．そしたらこれが徐々にマイスペースの
若者達の間に広がって，「なんかよく知らない
けどすごい年輩でカッコいいミュージシャン
がいるぞ」という風に口コミの情報がどんど
ん流れたんです．
結果的にマイスペースの間でボブ・ディラ
ンが大ブームになって，それがリアルのシン
グルの売上につながって，このモダンタイム
ズがミリオンセラーになってしまう．そうい
うことが現実に起きたんです．つまり僕らは
やっぱり自分の同じ好みの人達，アメリカの
英語圏に住んでいるフォーク系の曲が好きな
人という条件のある種の集団があって，その
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集団の中にボブ・ディランのような情報を流
せば，あっという間に伝播するってことがい
えるかもしれないです．ここでは，インター
ネットの情報アクセスという点においては実
はリアルの友人よりも，どこの誰だか知らな
いけど自分と同じ好みの人のほうがよりいい
友人であるという逆転的なことが起きてきて
いる．
実際マイスペースの口コミ効果はものすご
く注目されていて，現にアメリカでは４大メ
ジャーレーベル，ワーナーとか EMIとか．４
大メジャーレーベル，すべての楽曲を今マイ
スペースで無料で公開しているんです．マイ
スペースミュージックという名称です．日本
でもやって欲しいんですが，日本では著作権
の問題があってなかなかできません．日本の
レーベルはそういうのに協力しないのです．
ともあれ世界的にはマイスペースの音楽の流
れ方っていうのはすごいことになっていま
す．
８．食べログにみるマイスペースの
口コミ効果
日本でも実は，こういう方向性は徐々に出
てきていて，口コミサイトって今たくさんあ
るんですけど，口コミサイトでは情報の流れ
方がすごく面白い方向に変わってきていま
す．いくつか例をあげてみますと，例えば，
食べログという，口コミのレストラン案内を
しているサイトがあります．５点満点で点数
を評価していて，それに加えて文章で口コミ
を書けるというサイトです．使った人もたく
さんいるんじゃないかと思います．４点を超
えてるとかなり美味しいと言われているんで
すね．東京でも三つ星クラスかというような
感じです．３点台がすごい微妙なんです．日
本人って親切だから１点とか２点付ける人っ
てあんまりいなくて，みんな３点ぐらい付け
るものだから，だいたいほとんどの店が３点
から3.7点ぐらいまでにぎっしり詰まっ
ちゃってて，そこで判断しようがない．ラン
キングだけ見ても，数字だけ見ても美味しい
かどうかよく分かんないんですね．
僕はこの食べログについて書こうと思っ
て，前に会社に取材に行ったことがあって「食
べログの有効活用ってどうすればいいです
か．点数だけだと分からないですよね」って聞
いてみたら，「いや佐々木さん，それは簡単で
すよ．食べログにはものすごいたくさんのカ
リスマレビューヤーがいます．１人で何十軒，
何百軒も食べ歩いていて，詳細レビューを書
いたりする方たちです．そういう人達の中で
自分と同じ好みの人を見つければいい．その
人がお勧めしていたら絶対失敗がないです
よ」と言われました．確かにそうですよね．
実際，誰がレビューを紹介してるかで，点数っ
て全然変わってくるでしょう．例えば学生街
で４点取っている店と上品な料亭が並んでい
る街で４点取っている店だったら，全然それ
は違いますよね．当然学生街のほうは量が多
くて味が濃いみたいなのが４点取る可能性が
あるわけですから，そこの店は誰が紹介して
いるかのほうが結構重要であろうということ
です．だったら評価する人に目を付けて，こ
の人がお勧めする情報に行ったほうがいいん
じゃないかっていう考え方です．実はみんな
そうなんですね．他の口コミサイトについて
も言えることです．
これは去年上場されて結構話題になった
クックパッドっていう料理レシピの投稿サイ
トですけど，こんな風にランキング表示に
なっていますが，主なユーザー層は20代後半
から30代前半の子供がいる主婦なんですね．
だから上位のランキングに入るような料理っ
て，だいたい子供向け料理ばかりになります．
ケチャップ味，マヨネーズ味みたいなね．で
も一方でそういうのじゃなくて，もう少し居
酒屋風のちゃんとした料理を食べたいという
人は，ランキングじゃなくてこの人のレシピ
が信用出来るっていう人を見つけて，その人
46  Mar.2011社 会 情 報
のレシピを作ってみるほうがいいってことで
すよね．他もみんな同じことです．
もう１個だけ紹介しますと，ツタヤディス
カスというオンライン DVDのレンタルサイ
トがあります．インターネット上で映画のタ
イトルをクリックして申し込むと，メール便，
宅配便で DVDを送ってきて，１週間以内に
見て返すというやり方ですが，これも各映画
タイトルに口コミレビューを流すことが出来
て，これは今や国内最大の映画レビューサイ
トになっています．
これもやっぱりランキング表示されている
１位，２位はハリーポッターであったり韓流
ドラマだったり，非常に一般受けするものし
かあがってこない．でも世の中の映画の好み
は千差万別で，ブラックものやハプニングが
好きな人がランキングを信用するかといって
もまったく信用しない．だったらそうじゃな
くて，この人の映画の好みは私と似てるとい
う人を見つけることです．この人はたくさん
映画を見ているんだったら，その人の映画を，
後ろから追っかけて見ると，自分にとってい
い映画が見られるってことですよね．
９．インフルエンサ ・ーフォロワー関係
だから実は，ソシオグラムと言いながらあ
る特定の少数の圏域，実は全然リアルな友人
でもなんでもない，単にインターネット上で
うっすらどこかにいるなっていうぐらいし
か，存在しかないんだけど，そういうインフ
ルエンサーといわれる影響力のある人がいろ
いろな分野にいっぱいいまして，その人達が
そのフォロワーっていわれる情報の受け側に
対して情報を流していくという関係ができて
います．
インフルエンサー・フォロワー関係という
小さな情報コミュニティみたいなのがあちこ
ちに出来つつあるというのが今のインター
ネットの世界の状況です．こここそが最も重
要な情報の流路になってきているんです．そ
こでは検索エンジンは実はどうでもいいかな
という世界なんです．その横には，さっき言っ
たソシオグラムで情報を流していったら，だ
んだん融合してくる可能性もおそらくはある
んじゃないかなっていう風に思っています．
どういうことかというと，例えばレコメン
デーションの技術です．アマゾンの話をしま
しょう．アマゾンでこの本を買った人はこの
本も買っていますとか，あるいはこんなお勧
めの本がありますとか色々なレコメンデー
ションとお勧めが出ますよね．あれはどうい
う仕組みになっているかというと，協調フィ
ルタリング，コラボレイティブフィルタリン
グという技術を使っています．どういう仕組
みかというと，例えば僕がアマゾンでABCD
というような本を買ったとします．同じ時期
に，例えば僕のまったく知らない，どこか青
森県かなんかに住んでるヤマダさんって人が
ですね，ABCEという本を買ったとする．そ
うするとアマゾンから見ると，僕とヤマダさ
んは，ABCという３冊の本をどっちも買って
るから，同じ好みの人達だって，勝手にグルー
ピングするんです．グループ分け．僕は全然
そのことを知らない．僕はヤマダさんと全然
知り合いじゃない．でも勝手にグループ分け
されている．僕はABCDを買って，ヤマダさ
んABCEを買った．僕にはヤマダさんが買っ
ているＥの本を，ヤマダさんには逆に僕が
買っていたＤの本を勧めるという，そういう
やり方です．
この協調フィルタリングのやり方をもっと
大規模に複数人間間，ユーザー間でやってい
るのがアマゾンのシステムなんです．これ実
は同じ好みの人達を勝手にコミュニティ化し
ているんです．ただそれぞれの人にコミュニ
ティは可視化されていない．要するに誰とつ
ながっているかは表示されないんですけど，
おそらくはこの次の段階で，この勝手につな
がったコミュニティが実はリアルコミュニ
ティにつながっていくだろうというようなこ
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とも，多分出てくるんではないかと考えられ
ます．
ただこのシステムは実はものすごい計算量
が大変なんですね．さっき言ったツタヤディ
スカスとかクックパッドとか食べログとか，
みんな話聞いてたんですけど，自分の同じ好
みの人を見つけてその人がお勧めしているレ
ストラン行きなさいみたいな話を彼らは言う
んだけど，その自分にとって誰がいいかって
いうのを自動的に見つけてくればいいじゃな
いかと，そのほうがいいじゃないかと．
アマゾンは実際それをやっているわけです
よね．あなたの好みとヤマダさんは同じ好み
ですよ．ただヤマダさんの名前は出しません
よと自動的に提示してくれる．でもこれは出
来ないんです．なんでかというと，食べログ
にしろ，クックパッドにしろあまり大きなビ
ジネスをしていない．広告で運営されていて
割合と予算が小さいんですね．そうするとね，
そんなサーバーを増やせないので，すごい量
のコンピュータ計算が出来ないんですね．そ
れが次の課題ですという風におっしゃってま
した．
一方でなんでアマゾンはそれが可能なの
かっていうと，膨大な量のサーバーを抱えて
いるからですね．アマゾンは1990年代半ばぐ
らいに設立されて，オンライン書店として登
記された本屋さんです．最初は本がものすご
い勢いで売れまくっていた．当時オンライン
書店のモデル時代なので，目新しかったので
す．ところが2002年頃まで延々と７年間ぐら
い赤字を出し続けた．なんでそんなに赤字が
出てたというと，売上の利益を上回る規模で，
いわゆるコンピュータシステム開発投資を続
けたんです．技術開発にバンバン入れまくっ
ていた．その結果，今では非常に使いやすい，
スピード感もある，本当に瞬時に反応が返っ
てくる素晴らしいシステムになっています．
10．イラスティックコンピュータ
クラウドというアイデア
100万台ぐらいもの膨大なサーバーが立ち
上がってある時アマゾンはふと気づくんです
よ．ここ何年間赤字が出ている．本の売上が
大きい時期とそうではない時期がある．その
大きい時に合わせてこのコンピュータのシス
テムを組みあげてはどうかと．日本の電力会
社が夏のお盆の時期，エアコンの使用がピー
クになる，それに合わせて送電網を作るのと
同じです．電力の場合には，消費量の少ない
時期には発電量減らせば済む話なんだけど，
コンピュータシステムというのはいったん繁
忙期が過ぎてしまうと，膨大な数のサーバー
が余ってしまう．これはもったいないって話
になる．
何を考えたかっていうと，この余ったコン
ピュータを外に貸そうと考えたんですね．そ
れで始めたのがアマゾンクラウドコンピュー
ティングサービス．アマゾンが巨大なサー
バーの空きで何をやったかっていうと，仮想
コンピューティングです．要するに100万台
あるパソコンを全部連結して，１台のスー
パーコンピュータみたいに動くようなシステ
ムに作っていった．この余っているシステム
の一部を外に貸す．だから，このパソコンを
外に貸すんじゃなくて，レンタル１台なら１
台の中の，あくまでサーバースペースだけを
外部に貸しましょうっていうことをやりまし
た．これがあとあと EC2という名前になるん
です．イラスティックコンピュータクラウド
です．
イラスティックとは伸び縮みするっていう
意味です．アマゾンのシステムのすごいとこ
ろは使った分だけお金払えばいいとしたんで
すね．普通例えば，ある小さなウェブ会社が
あって，これから何か SNSみたいなサービ
スを始めましょうと．人数も２人ぐらいで始
めて予算もないんで，とりあえずパソコン２
台あるからパソコン２台で始めて LANも１
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本引いてね，そのぐらいの規模で始めますけ
ど，これが例えば，偶然あろうことか，なん
とテレビ番組で紹介されて一気に一晩のうち
に会員が１万人も増えてしまった．そうする
と，パソコン２台じゃ足りないから，急に10
台とか20台増設しなきゃいけないですよね．
そうするとお金もかかるし，レンタル料も１
週間も借りれば大変なことになる．ようやく
増設したと思ったら，今度はテレビの放映か
ら日が経つと，どんどんと日が沈むように会
員数が減ってしまって，また1,000ぐらいに
戻ってしまう．そうするとまたパソコンが
余っちゃう．そういう問題が必ず起きるわけ
ですね．
ところがこのアマゾン EC2を使うと，アマ
ゾン上に自分のところのサーバースペースを
勝手に借りられるんです．最低１台分から借
りられます．これが規模１万ぐらいで20台分
必要ですってなったら，20台分勝手に伸びて
いくんです．あとから20台分の請求がきま
す．これがまた減って２台分でOKって感じ
になったら，また自動的に小さくなって２台
分のスペースに戻ってしまいます．そういう
風に自動的に伸縮してくれるシステムなの
で，小規模なデータスペースを作りたいとい
う時には非常に便利なアイテムになりつつあ
るんですね．
ただ一方で，これには問題が本当に色々
あって，アメリカのサーバーなので日本から
だと若干遅延が起きます．仕掛けなんかは海
底ケーブルを伝わって行ってまた帰ってくる
時間かかるわけですから，若干時間かかって
しまうということがあります．あとはこれを
受けていまだに結構不安定で，たまに止まっ
てしまうということもあります．自分のとこ
ろに，事務所の中にパソコンを置いてあれば
なんとかプログラマーが手当て出来ますけ
ど，海の向こうにあるサーバーだと手の出し
ようがないので止まってしまったらそれきり
という問題が１つあります．あともう１つは
緊急問題の発生時に本当に大丈夫なのかどう
かという問題がどうしても出てきてしまう．
ただし，一介の小規模な会社，社員数人でやっ
ているようなウェブ会社としては，置いてい
るサーバーがアマゾンのどこか，アメリカの
どこかにあるデータセンターにあるから安全
ではないとか言われても，自前でサーバーを
持つよりアマゾンに頼るほうが安全に決まっ
てるわけですよ．必ずしもセキュリティがク
ラウドだから安全ではないなんて言い切れな
いんです．そんなわけで色んな問題が起きて
います．
こういう中でもどっちにしろ，おそらくク
ラウド上にこういうようなデータ移行あるい
は計算をするサービスに移行してくるだろう
といわれている．ただ日本国内の問題として
考えてみると，日本国内にはクラウドの大規
模な事業者って存在しないんですよ．NTT
がちょっとやりたいような話をしてるんです
けど．クラウドの事業者っていうと世界的に
はアマゾンと，セールスフォースとそれから
グーグル，この３社なんです．他は IBM グ
ループが開発を始めたかなっていうレベルで
す．
日本ではまだやるべきではないという意見
もあります．そもそも不況になってくると，
日本のサービス業の大半がクラウドに乗っ
かってくるっていう状況もいずれ出てくるか
もしれない．そうすると基本は顧客のデータ
が全部海の向こうにある．これでいいのかみ
たいな話も実際出てくるでしょう．日本の企
業として，国内でクラウドを立ち上げても
らって，国内のクラウドを使ってもらいたい
というのが，経済産業省が盛んに言ってるこ
となんですけど，微妙な状況なんです．
ちょっと話を戻しますと，これだけアマゾ
ンのようなシステムの高度化が進むと，要す
るにソシオグラムとアルゴリズムっていうの
は結局，相反する概念ではなくて，どこかで
融合してくるであろうということです．人間
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関係そのものをアルゴリズムで作ったり，あ
るいは人間関係がアルゴリズムを補強したり
ということも多分出てくるだろうし，将来的
にはそういうある意味で人間関係が何らかの
形で構造化されるような社会というのがいず
れやってくるんじゃないかということです．
今言ったようにクラウドの考え方が必ず出て
くるが，これをどうするかが問題なんです．
11．私は『ファウスト』の新訳をなぜ
買ってしまったのか
さっきのセレンディピティの話をもう少し
します．情報量がどんどん増えていって，し
かも情報を得る手段が限られてくると，どう
しても必要な情報にしか目がいかなくなって
しまうということがあります．そうすると，
よく言われることですが，新聞のいいところ
として，何か自分が求めている記事を読んで
いる時に，たまたまその横に載っている記事
の文面をなんの気なしに読んでしまうという
ことがあります．そういう偶然的に横展開さ
れる知識モデルというのがあります．テレビ
のニュースもそうですね．自分はこのニュー
スだけ見たいんだけど，その前後に全然興味
なかったニュースも流れてそれをも見ます．
それによって，ああこんなことも起きていた
んだと視野が広がるメリットがあります．こ
れに対してインターネットは明らかにターゲ
ティングとかそういう狭く掘り下げるほうを
志向しています．その人が的確な情報に目が
どんどんいってしまうおかげで，横展開みた
いな方向にまだ向いていません．だからその
問題の解決のめどというのは実は現状では
まったく立っていません．
でもこれは，いずれこういう問題が浮上し
てくるし，これを解決しなきゃならない話に
なりますよねっていう程度のレベルなんで
す．それよりも重要になってくるのは情報の
コンテキストです．コンテキストとは何かと
いうと，文脈とか背景とかです．例えば，今
年は電子書籍元年だったんです．本が電子化
されるというのですごい話題になってきてい
るんですけど，今の書籍の売り方では，いい
本に出会うのがすごく難しいのです．なぜか
というと，本屋さんというのはどこの本屋も
だいたい同じ様な品揃えですね．スタイルが
どうしても似てきます．なんでそうなるかと
いうと，日本は取次店という卸売会社が出版
社と書店の間に入っていてその卸売会社が本
屋さんに組み合わせて本を卸す．つまり，本
がセットになって送り込まれてくる．それを
書店はただ並べるだけなのです．だからどこ
の本屋でも同じような本の並びになっちゃ
う．かといって，ベストセラー作品がないと
売れてる本が全然ないじゃないかってことが
起きちゃうわけです．
そういう状況の中でいい本に出会うのは難
しい．でも電子書籍化すると結構あり得るん
じゃないかと僕は考えている．僕はほとんど
リアルな本屋には行かないです．ほぼ98％ぐ
らいアマゾンで買っています．どうしてアマ
ゾンで買うかというと，例えばさっき言った
500もあるブログを読んで，そのブログの中
で非常に面白くその本を紹介している人の意
見を参考にしています．あるいはツイッター
上で，最近この話題の本，これ面白いですよ
ねって言っている話とか，そういうような
ソーシャルメディア上の情報の流路に乗っ
かってくる本の情報を元に本を買うんです
ね．
なんでそういう本を買うのか．それはパッ
ケージを見て買うんじゃなくて，その本が
持っている意味を見て買うのです．例えば最
近だと，ゲーテの『ファウスト』の新訳を紹
介している書評がありました．自分では普通
はゲーテなんて買わないですよ．いくら新訳
だからって．でも何故買ったかというと，こ
の新訳が出た背景とかあるいは新訳が出るこ
とによって『ファウスト』に対する見方がど
う変わったかといった背景的な膨大な情報が
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付随して流れてきているからです．そういう
ものを見るとついつい買ってしまう．つまり
本というのはパッケージそのものではなく
て，その本がどういう社会的文脈の中で生ま
れ，どういうような教養を背景に成り立って
いるコンテンツなのかっていうことが実は重
要なんじゃないかと思うのです．
実は書店にはバックヤードが流れてこない
ですね．装丁とランキングしか流れてこない．
でもソーシャルメディア上においては，パッ
ケージというのはどうでもよくて，コンテン
ツそのものが情報となって流れてくる状況に
なっているんですね．こういうことが実は書
籍と読者のマッチングというか，組み合わせ
モデルとして大変重要なんじゃないかと僕は
思っている．これは情報のコンテキストとい
うことなんです．
12．「お取り寄せネット」と商品に
まつわる物語
例えば，これは「お取り寄せネット」とい
う通販の，食べ物の通販の口コミサイトなん
ですが，非常に面白いです．例えば何かチー
ズケーキを見ますと，普通はチーズケーキが
美味しいか美味しくないかぐらいしか分から
ない．あと原材料がどうだぐらいしか情報量
がないわけですよ．スーパーの店頭でチーズ
ケーキ見ても，ああ美味しそうだな，値段が
いくらかなと，あと原材料はこれとこれだ
なっていうぐらいの情報しかないんです．で
すが，このお取り寄せネットを見ると，この
チーズケーキを作った職人が実は５年間ぐら
い色々試行錯誤して，さんざん失敗してやっ
と出来たとか，実はこのチーズケーキを作っ
たご主人の前にこういうことやって，色々な
経験をした上でこのチーズケーキに至った．
あるいはこのチーズケーキの原材料のチーズ
になかなかいいのがなくて探し歩いてやっと
見つけ出したとか，そういういわゆる商品に
まつわる物語がえんえんと書き込まれるんで
す．更にそういう情報がないところでも売上
で頑張っています．それもこの商品について
はタレントのなんとかさんだって，すごく美
味しくて子供のなんとか君にも食べさせたん
です，みたいな話が書いてあるとかね．そう
いう物語を見てこれをお取り寄せした主婦は
家に帰ってご主人とか子供にこうこうこうい
う話があるんだよって話してみんなで楽しめ
るんです．だからコンテキストが，実は商品
流通を動かしていくっていうのが今消費市場
で大きなテーマになってきていて，やっぱり
今最大なのがお取り寄せネットなんですね．
13．記号消費からコミュニティ商品へ
消費市場の話をすると，かつて80年代，90
年代半ばまで記号消費の時代って言われてい
ました．記号消費とは，例えば，ルイ・ヴィ
トンのカバンを持っているだけで素敵とか，
要するに商品そのものじゃなくて商品にまつ
わるある種のブランド力みたいなものでみん
な買いに動いていた．だからヴィトンが売れ
た．分不相応にも関わらず高いバッグを買っ
たりっていうのはある種の記号消費だったん
ですけど，今記号消費ってどんどんどんどん
消滅してるんです．実体を伴う物しか買わな
くなってきた．だから，いまだにルイ・ヴィ
トンだシャネルだって言っているのは40代
以降の世代だけであって，今の20代，10代は
ほとんどみんなルイ・ヴィトンなんて買わな
い．ユニクロで十分だと思っています．西友
でもシマムラでもOKだと思っています．そ
ういう状況に変わってきています．
ただしそういう状況の中でも日用品はどん
どんコミュニティ化しています．日用品を
買っているのは，一方で記号消費の代わりに
今立ち上がってきているのは今こういうよう
なコンテキスト商品です．そこにまつわる物
語をどう楽しめるか，そこにある種のお互い
の共有感みたいな，お互いにどうやって人間
関係，例えば，その商品を楽しめるかという
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ような，そのコミュニティ商品みたいな方向
に１つの流れとしてきている．それは消費市
場の変遷としてあるんだけど，そういうもの
が背景にあるとやっぱり情報アクセスにおい
ても，コンテキストとか物語性が非常に重要
になるんじゃないかと思います．ですからど
ういう面白い物語を構築するかがテーマに
なってくるんじゃないかなということです．
つまり情報というのは，マッチングだけ
じゃダメだよということですよ．ターゲティ
ングして，ログ検証して，どんどんテクノロ
ジーが高度化されることで的確な情報を的確
な人に流すことが出来るようになります．し
かしそれだけじゃなくて，それプラスやっぱ
りその流れをコンテキストで流通させること
によって，よりその情報を活かすことが可能
なんじゃないかっていう方向に，おそらく今
後はいくんじゃないかと僕は考えています．
セレンディピティ，どういう風にコンテキ
ストでそうさせるかというアクセス者の原理
はまったく皆無で，これはあくまで僕が仮説
として書いてるに過ぎないんですけど，そこ
に，インターネット上に例えば TVCM のよ
うなモデルがあって，TVCMってやっぱりす
ばらしいわけです．今はあまりお金をかけら
れないのでつまらないパッケージの CM し
かしてないんですが，かつて70年代とか80
年代の古い TVCM ですばらしい作品があり
ます．それをダウンロードして，そういうも
のを媒体にして，ある種こういうコンテキス
トに接続するということがアクセス者にとっ
てもインターネットにとってもこれからは必
要になってくるんじゃないかなと考えており
ます．
そういうところで話を終わりたいと思いま
す．（拍手）
質疑応答と討論
司会 どうもありがとうございました．かな
りボリュームのあるお話でした．目新しい言
葉も出てきました．新しい試みがさまざま行
われつつあるということで認識を新たにした
思いがします．ポイントとしては，新しい技
術が社会に浸透して情報活用という面で様々
なケースが出てきまして，そういう便利な技
術のようなものが多々出現してくる時に，今
度はそういう状況下での人間の生活の保護み
たいな問題をどうするのか，例えば，プライ
バシーをどう確保するか，というような問題
が立ち上がってくるのかというように思いま
した．皆さんから質問をどうぞ．
質問者Ａ プライバシーというものが意味を
持たないというか，あまり存在しなくてもい
いような世界に推移していくんではないか，
ということをおっしゃっていてちょっとひっ
かかるものを感じたんですけれども，プライ
バシーとは「人権」という観念が成立した市
民社会以降に出てきた概念ですよね．そうす
るとプライバシーがなくなっていいと言って
しまうと「人権」をあまり尊重しなくてもい
い社会になってもいいとなってきませんか．
佐々木 プライバシーがなくなった社会とい
うのは想像出来ないですよ，我々には．それ
が人権と分離不能なのか可能なのかも，現時
点ではちょっと分からないというしかないで
すね．さっきの話はあくまで仮説の話です．
質問者Ｂ 情報の洪水って言い方がありまし
たけど，情報が対象で，受け手のサイズで考
えれば，そういうことはあり得ない．要する
に自分のキャパシティを超えるものは，それ
はノイズにしかなりえないということです．
だから，受け手のキャパシティに合うように
いかに的確に送り込むか．そういうことじゃ
ないかと理解したんですけど，そういう理解
でいいでしょうか．
佐々木 要するに能力を超えて情報が受容出
来ないから洪水というのはあり得ない．情
報ってあくまで社会全体の情報量という意味
で情報洪水って言っているだけで，必ずしも
受容する側がキャパシティを超えて受容して
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いることではない．ただし社会全体として見
ると，その有用な情報を必ずしもノイズとし
てではなくて，要するに自分の気づかないと
ころに，本来自分が読むべき情報が大量に存
在している状況になってきているのは間違い
ないわけです．かつてのマスメディア時代に
おいては，受容と供給でいうと，受容は一定
で今と変わらなかったのにもかかわらず，供
給側の情報量が少なかった．ところがいつの
間にか供給エンジンが膨れあがった．受容が
あまり変わっていないのに．供給側が過大に
なっている状況どうするかという問題が起き
てきているということです．
質問者Ｂ ですからマスメディアの時代も
ね，メディアの側が受け手を想定してそれに
ヒットするように選択して，受容者に合うよ
うに送ったってことじゃないんですか．
佐々木 そのマスメディアのフィルタリング
能力が現状対応出来なくなってきているのが
今の社会の問題です．
質問者Ｃ 情報の保護と活用ということで，
先ほど保護，プライバシーの面に関して話さ
れたんですが，著作権という見方をした時に，
ネット上で色んな情報がそれを使って流れて
いくことに対して，既存のマスメディアとし
てテレビや新聞が，競り合ってますよね．そ
の辺のところを，うまく流れとしては色んな
ものを活用する方向にいくというような流れ
で話されたんですが，既存のマスメディアが
多分そう簡単には容認しないような流れにな
るのではないかと思っているんですが，その
辺の見通しというのを聞かせていただけませ
んか．
佐々木 著作権って記事の著作権ですか？
質問者Ｃ 記事とか，テレビの問題がありま
したよね．
佐々木 まずエンターテイメントのコンテン
ツなのか，それともニュースとしてのコンテ
ンツなのかというところで，著作権の問題は
全然違ってくるんです．ニュースとしての著
作権の問題でいうと，権利上，例えばマスメ
ディアの報じているニュースのうちの，７割
から８割は記者クラブ発表なんですよ．残り
２割ぐらいが独自調査である．この２割に関
しては著作権はちゃんと守られているので
あって，これはコンテンツにしてはいけない．
でも一方で，今のインターネット言論空間で
おこなわれているのは，残りの８割の，要す
るに記者クラブ経由で発表された記事に対す
る，ある種の言及，分析，論評なわけですね．
その状況の中では発表後の記事って後に題名
しか見ない状態になりますので，その題自体
に多くの人がどうそれを分析し，論評するの
かという，その論評能力が前よりも高まって
いる状況ってあるんです．そういう状況なの
で元々の，これは共同通信が記者クラブで聞
いて，獲得して書いたものなのか，読売が書
いたものなのかっていう意味があまりなく
なってきている．そもそも記事そのものには
著作権はあるけれども，それは発表後であ
るって意味では著作権はあまり重視しなくて
もいいという状況が，だんだん強くなってき
ていて，どちらかというとそれを元にどうい
う風な議論が行われるのか，ここがやっぱり
重要なんですね．局面としては．
もう一方のエンターテイメントとしてのコ
ンテンツ，これはもちろん著作権が非常に重
要で，なんらかの形でお金が流れる仕組みっ
ていうのを作らなきゃいけない．今の状況だ
と，コンテンツがフリーで流通してしまうこ
とによってクリエイターにお金が流れないと
いうことが生じてしまう．でもやっぱり著作
権とお金の問題はイコールかというと，けっ
してイコールではない．例えば現行の著作権
は，著作権を守り，お金も守りましょうとい
う両輪で進んでいる．一方でクリエイトコモ
ンズってありますよね．著作権を守るけれど
も，フリーで流通しても構わないですよ，と
いう考え方．これ90年代から2000年代に非
常にすばらしい考え方だって言われてきたん
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ですけど，一方で例えば音楽とか動画の世界，
ニコニコ動画みたいな文化の中では，クリエ
イトコモンズは否定されてるんです．何故い
けないのかというと，新たなマッシュアッ
プって言われる，色んなコンテンツを混ぜ合
わせて作り出す文化の中においては，著作権
料を出さない．音楽業界では昔からそうです．
例えばビートルズの音楽であろうと，ブルー
ス，ロックンロールであろうと，そこに著作
権が存在したから存在しないところに生まれ
てきたわけです．常にその全時代における既
存の様々なコンテンツの集計として生まれて
きているという考え方が存在する．
それが極度にフル回転しているのが今のニ
コニコ動画やユーチューブの世界なんです
ね．世界中にクリエーターとして色々な活動
をしている，アマチュアがたくさんいて，我々
は著作権いらない．そもそも著作権なんてな
いよ．我々の作っているものはほとんどもう
お互いのリスペクトの間に成り立ってるわけ
であって，誰が最初に提供したものかどう
かってあまり意味がないよねということに
なっています．ただし，こうやって我々がい
いものを作っていることに対してのお金は欲
しい．要するに著作権なしの金の流通ってい
うことを期待されている文化がそこに生まれ
てきているわけなんですね．逆に言うとちゃ
んとクリエーターにお金が回るのであれば，
著作権はなくてもいいじゃないっていう逆説
の理論も僕は成り立つと思うんですよ．だか
ら著作権そのものは日本ではだいぶその地位
を守らなきゃいけない．これは知的財産で
あって，日本の文化として100％だってこと
を言う人はたくさんいるんですけど，必ずし
も著作権は，守ることが使命であるかってい
うと決してそうではないっていう方向に，話
としては切り替わってきた感じはします．
質問者Ｄ 細かい話で恐縮なんですけど，先
ほどターゲティングということで，アルゴリ
ズムとソシオグラムですか，そういう分け方
したんですけどね，そのターゲティングを考
える上でその二つが大事なのは非常によく分
かるんですけど，しかしそれを例えばネット
ワーク上で利用しようとする時は，結局はア
ルゴリズムの問題になるんじゃないですか．
あの分け方のおっしゃる意味は，どういう感
じのことを，おっしゃられようとしたのかが，
少し分からない．分け方という意味で．
佐々木 少し大きい話からしましょう．イン
ターネットの役割っていうのは２つあるんで
すね．１つはつながりで，もう１つは情報ア
クセス．つまりそこで情報を収集するという
のと，誰かとつながるというのと２つの方向
性がある．つながりの社会性とランダムなア
クセスの社会性という言い方をしますが，だ
いたいにおいてさっきのフェイスブックとい
うのはつながりのネットワークなんですね．
一方でマイスペースというのは情報アクセス
のネットワークです．この両方は分けて考え
られます．例えばミクシィは，やってみると
たいして情報は流れてなくて，内輪の日記の
読み合いみたいな感じになっています．これ
は明らかにつながりのネットワークであっ
て，情報アクセスには使われていない．
でも一方で，最近ツイッターが流行ってま
すよね．やっておられますか．これも色々な
人をフォローしてるとその人のつぶやきが読
めるっていうサービスで，140文字までしか
書けない．短い文章をみんなでエントリーし
ているだけなんですけど，その中で起きてい
るのは，つながってもいるんだけど，その一
方で，ものすごい量の情報が流れているんで
す．例えば，ものすごく分かりやすい例をあ
げると，台風が近づいてきますね．九州から，
ずっと本州を横断して，東京を通って．そう
いう時に，台風についてみんながつぶやくん
です．そうすると台風というキーワードで検
索すると，九州の人が今上空ですっていうの
が，だんだん広島，大阪と近づいてくるのが
ツイッターで見えたりするんです．それがす
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ごく分かりやすい例だけど，それ以外にも
色々な情報がツイッター上に流れていって，
ある意味でつながりの属性と，情報アクセス
の属性がマッチングしたようなモデルがそこ
に生まれてきているという意味で非常に新し
いと言われているんですよ．
ソシオグラムに情報が流れるということは
そういうことなんですね．自分の友人から，
ネットで知り合った同じ業界の人であるとか
様々な人達から，こんな面白いブログがあり
ましたよってのをリンクを付けて表示してや
る．それにいくと情報アクセスになる．そこ
には別にアルゴリズムは存在しないわけです
ね．もちろん広い範囲で捉えればツイッター
というシステムそのものは，ソフトウェアと
いうかアプリケーションとして動いているわ
けです．そのアプリケーションはアルゴリズ
ムによって作られているんですが，その情報
の流路自体は，使っている側がコントロール
しているという意味ではこれはアルゴリズム
ではないわけですね．アルゴリズムっていう
のは要するに，情報の流路そのものをシステ
ムの側がコントロールしているもののことで
す．アルゴリズムを僕はそう呼んでいる．仮
に呼んだだけの話です．どこまでを厳密的に
言うかってことなんですけども．
質問者Ｄ 分かりました．どうも．ついでに
もう１つ．先ほどのなんですか，例えばネッ
トで色々な自分に合ったような情報を得よう
としますと，検索サイトうんぬんであるだと
か，それで例えばインフルエンサーなんかを
見つけて，それを例えば自分に合ったそうい
う人をたどって行くといいというような話を
おっしゃっていましたけど，そういう意味で
いうと，先ほどもお話あったかもしれないん
ですが，2005年にWEB2.0が出てくる前まで
の話として，むしろそういう携帯うんぬんと
かっていうよりは，ネットワークがあったわ
けですね．本当の，生身ではないけれど，か
なり個人的な，もっと簡単にいうと人間社会
でいえば，追っかけをするとか，そういうネッ
トワーク上で例えば，この人のネットワーク
は信用出来るとか，この人の意見は自分には
よく分かるとか，そういう，それこそ昔の言
葉で言えば私淑するというか，密かによしと
するようなですね，感じの方向がひょっとす
るとますます必要なのではないかという印象
を受けたのですけど，その辺についてもう少
しご意見聞かせていただきたいんですが．
佐々木 それはもう実際にそうなりつつあり
ます．例えば2006年ぐらいからアルファブロ
ガーアワードっていうコンテストを毎年やる
ようになっています．アルファブロガーとは
著名なブロガーという意味です．優秀なブロ
ガーを投票して決めましょうというので，今
まで数百人がアルファブロガーとして認定さ
れています．その人達は完全に，強いインフ
ルエンサーになっていって，そこにファンの
人がぶら下がっている状況は間違いないと思
われます．あとさっき言ったツイッターが何
人ぐらいにその人がフォローされてるかって
いうことでその人の影響力が見えるっていう
のは，もう実際に起きてきてるんですね．例
えば何万人もフォローされている人がいる一
方で，本当に100人とか何十人ぐらいにしか
フォローされてない人もいる．だからここに
もお互い，情報の流れがあるということです
ね，ある意味で一方向になりつつある．影響
力の強い人，弱い人は必ず出てきます．だか
ら逆に強い人がインフルエンサーがマスメ
ディア化していく状況っていうのは実際に起
きてきてるし，これがあまりマスメディアと
して固定化していくと，それはそれでまた弊
害が起きてくるだろうと思われます．そうな
らないためにどうするか．ただし今の日本の
マスメディアみたいになったとして，業界的
存在とすることによって，権威化する部分が
あるんですけど，インターネット上のマスメ
ディアとかインフルエンサーっていうのは必
ずしも固定化されないアクセス者なんです
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ね．常にひっくり返されるというのは．そう
いう意味では非常にまだ未熟といえば未熟か
もしれません．
質問者Ａ デイヴィッド・ブリンの「透明化
される社会」を引いて，近代の用意した枠組
みが基本的なところで揺らいでいるという部
分を紹介されたと思うんですが，例えば勝手
に自分の意志と関係なく，色んな自分の情報
が集められてしまうのがかまわないというこ
とになるのでしょうか．例えば，私の顔写真
があちこちに出てるものが一括して見られる
ようになってるとか，ニーチェなんかが私の
隣に勝手に並んでいるとか，そんなことがも
う起きてしまっている．そういう状況をなん
か気持ち悪いと感じる感覚というのは，これ
は時代的なものなんでしょうか．それともそ
ういうものは普遍的に人間につきまとってい
るものだとお考えでしょうか．
佐々木 時代的なものだと思います．ただし，
そういう感覚を持つ人が一定数は間違いなく
いるんですね．絶対ゼロにはならない．だか
ら必要なのは，その方向性つまりライフログ
化していく社会全体を否定することではなく
て，ライフログ化していくとすれば，そこに
自分の情報をコントロールする権利を保持し
ていくことが僕は大事だと思います．かつて
は自己情報コントロールという言葉があった
と思います．今はプライベートな社会といっ
てもモニターで SNSの企業なんかを参加さ
せて，データポータビリティオルグという非
営利団体が生まれている．要するに自分のプ
ロフィールであるとか，人間関係，ソシオグ
ラムなど様々なデータがフェイスブックとか
マイスペースとかそういうところにデータ化
されている．自分がデータ管理出来ないとお
かしいじゃないかと．つまりここに置かれて
いる自分のあらゆるデータそのものを，ユー
ザーのほうが自由に引き出したり削除する権
利というのは，最低限保障すべきであるとい
う方に今考えが進んできているわけで，ほと
んどの人はそれで合意しています．ただやは
り，人口が１億２千万います．その内の100万
ぐらいは，必ず私は困りますっていう方がい
らっしゃるんです．その人達のためにそれが
ちゃんとそれがコントロール出来るような担
保を持っておくっていうことが，多分情報社
会の重要なテーマなんだろうなと思います．
質問者Ａ 私は「不安」というのが今の時代
を考える時のキーワードの１つじゃないかと
思っています．「健康不安」とか「犯罪不安」
がどんどん煽られています．それが消費行動
を誘発している．終わりのほうで，記号の消
費ということがあてはまらなくなっている，
もっと実体を伴った消費に推移している，特
に若い世代がそうだとおっしゃっていたんで
すけど，本当にそうなのかなと思いました．
色んな意識操作があって，意識が操られた状
況があって，感じなくてもいいような部分が
刺激を受けて感じられていったり，そういう
ことによって人間の行動が誘導されているよ
うな状況は実は続いているんじゃないでしょ
うか．
佐々木 全体を，社会全体を意識操作して
いったのはマスコミの報道だと思いますけど
ね．例えば社会全体がどんどんどんどん治安
が悪化しているという印象を抱いている人が
非常に多くて，これは社会の不安化の一部に
なっているんですけど，実態としては，実は
犯罪発生件数，検挙件数ともに戦後最小に
なってきているという状況にあるわけです．
なんでそんな不安が広がっているのかという
と，これはインターネットのせいではなくて，
明らかにマスコミの影響であるということは
いえると思います．
一方で特に今の０年代以降の，若い人達の
意識は，サバイブという言い方が正しいのか
どうか分からないですけれども，かつてのよ
うな超安定社会がどんどん消滅していく中で
意識が変わっています．かつては超安定基盤
があった中心層の分断を招いている状況はあ
56  Mar.2011社 会 情 報
る．格差化しているわけですよね．そういう
状態なので自分が一流の大学出だからってど
う社会と競争するか非常に重要な問題になっ
てきている．例えば地方の若者によく読まれ
ている携帯小説っていうのがありますが，こ
れは必ずしも記号消費されているわけではな
いと思うんですよ，僕は．どういう人に読ま
れているかというと，結局携帯小説にとって
最も重要なパーツというのは，ミニマムなリ
アリティなんですね．要するにそこには物語
もなければ，独壇場的な人物もいない．そう
いう意味では多分純文学や大衆文学，あるい
はオタク系のライトノベルとも違う小説空間
を持っているんです．男女のミニマムなリア
リティ，例えば一緒にカラオケボックスに
行ってみんなで盛り上がるとか，そんなシー
ンを徹底的に細かく書いたりとか，彼氏と旅
行に行って，ギャルと土産物屋に一緒に行っ
て，ビデオ撮ったり花火見たり，そういう細
部にこだわったことを延々と書き続けること
によって，地方の子供達がですね，自分と同
じ経験を持ってる人達がそこにいるんだとい
う安心感を抱く状況になってきてるんです．
かつて地方にはヤンキー文化みたいのがちゃ
んとあって，そのヤンキー文化がある意味，
地方の学歴の低い若者達を支えるための中間
集団になっていたと思うんですけど，それも
今完全に崩壊して，ヤンキーそのものが大卒
になってきている．すると誰に接続していい
のか分からない．自分の周りは全員，お兄さ
んは生活保護，お父さんも生活保護，お母さ
んは無職なんていうみたいな状況になってい
るんです．自分はどこにおりたのか分からな
くなっている状況がものすごくあって，その
状態の中で携帯小説そのものをある意味で社
会と接続するための道具として使っている部
分は多分あるんです．これもやっぱり記号消
費ではなくて，社会と接続するコンテンツの
形で消費されているものだと，だからこうい
うものとして僕は現れていると認識していま
す．
質問者Ａ いや，ローカルのある所でそうい
うことは起きてるんでしょうけれども，そう
するとマスメディアの影響が低下していっ
て，人々は間違った情報に振り回されなく
なって状況は変わっていく．そういう風に基
本的にはお考えですか．
佐々木 そうなった社会っていうのは想像し
にくいですよね．マスメディアは社会の世論
形成装置になってきた時代っていうのは，も
う200年以上続いているわけですよね．多分
日本の明治維新とかから見れば150年ぐらい
だけれども，それがなくなるとどうやって世
論が形成されるのかっていうと，ちょっと現
状では予想しがたい部分があるんです．ただ
し，少なくとも現時点での分析で言えば，今
のマスメディアの構造が世論形成装置として
は著しく劣化していて，きちんとした情報を
提供出来てないということは，ものすごく問
題だという認識はしています．
質問者Ａ 例えば不安を煽り立てたほうが，
利益が発生する人達がいる限り，そういう状
況って続いていくし，マスメディアは本当の
ことは言わない．色んな情報の伝わり方を通
して続いているんじゃないかなという気がす
るんです．それと人間の悪意が引き出されて
ネットの中で繁殖している．そういうような
状況というのも，もう一方では気になるんで
すよね．
佐々木 東浩紀がこの前，インターネットが
社会における不正している人達の結社化を防
ぐんじゃないかと言っていました．何故かと
いうと，今までのマスメディアというのはす
べての人を括ってそこに１つの現象を与える
装置になってきたわけですけど，インター
ネットっていうのは複合的な，要するに自分
が，例えばインターネットで何かを知って，
東京の西のほうに住んでいて美味しいものが
食べたい，コミュニティに属していても，そ
れがすべてじゃないわけですね．つまり，か
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つてのような同心円的なコミュニティ接続で
はなくて，多心円的な層になっている．つま
り重層的に色んな場所に接続しているのがイ
ンターネットだということです．そうすると
その重層的なコミュニティすべてを覆い尽く
して，ネガティブなイメージを与えるという
のは非常に難しいと思うんです．だから逆に
インターネットというのは，今まで行われて
いるような，みんなを右翼化しているとか，
そういう方向とは違う，逆の可能性は十分あ
ると期待出来ますし，一方でそういうアーキ
テクチャを作るということが大事なんじゃな
いか．そうなるのは，多分方向性としては間
違いじゃないんです．こうなってしまった以
上は．そうなった時にどうやってその多重性
をきちんと維持できるか，そのアーキテク
チャをどう作っていくかというほうに議論を
持って行ったほうが僕はいいんじゃないかな
と思います．
あとインターネットで悪意が増殖するとい
う話ですが，僕はネット上でこの５年間，さ
んざんものすごい論争をしまくってきて色ん
な人と闘ってきましたけど，一瞬炎上するこ
とはよくある．例えば僕が何かを発言し，そ
れに対して誰かが批判する．その批判に同調
して，ワーっとこう言ってくる人はたくさん
います．でもワーっと言ってきても，ワーっ
と言ってきたことについてもすべて可視化さ
れるのがインターネットですね．逆から見た
らまた逆の批判がきて，更にそれに対して別
の批判が起きるという形でだんだん縮小して
いってですね，池の漣がだんだん静まるよう
にフェイドアウトしていくっていうのが今の
ところのインターネットの使われ方なんで
す．結局最後は落ち着くんですよ．間違った
議論をしてそれが正しいと認められて，それ
が固定化されるっていうのは少なくとも５年
間，僕は１度も経験してない．
質問者Ａ 炎上についてはそうでしょうけ
ど，例えば復讐代行業みたいな，ネットを介
してですね，犯罪に関わるような，匿名の組
織が出来ているようなケースもありますよ
ね．
佐々木 それはね，電話を使ってだって，手
紙を使ってだって，多少はありますよ，そん
なのは．そんなレアケースをいちいち取り沙
汰して言ってもしょうがないと思うんですけ
ど．
質問者Ａ レアケースかどうかは分かんない
ですけどね．お考えは分かりました．東浩紀
は，他方では，モダンの社会では人間の意識
を介して働きかけてきたが，ポストモダンの
社会ではもっとストレートに動物的に行動さ
せていくような力を与えていて，その動線が
決まれば人をコントロール出来るみたいな話
をかなり力を入れてしてもいますね．
佐々木 さっきの東浩紀が言っていたのは
データベース型民主主義ということです．究
極的に言うと今おっしゃったみたいにライフ
ログみたいなものを通して，人間の意識とか
考えとかを抽出しましょうということです．
要するに，通常言われている民主主義ってい
うのはみんなで投票して意識を結集しようと
いうことになるんだけど，投票したりとか寄
付しちゃうと，必ずそこに，声の大きいのが
勝っちゃったりとか，なんていうのかな，結
社みたいな，圧力団体が介在しちゃったり，
色んな問題が起きますよね．おそらく日本に
おいては，議論そのものが本当に成り立って
るのかどうか．このディベートのない文化で，
という問題意識があって，ならいっそのこと
日本独自の民主主義として，議論を一切しな
いで，ツイッターみたいなところで自分の考
えていることや生活ぶりなんかをつぶやいて
る．そのつぶやきみたいなのを，そのままル
ソーの言う一般意志みたいな形で抽出するよ
うな仕組みはあり得るんじゃないかという，
そういう仮説ですよね．そんなもの流通出来
るかどうかっていうのは問題ですけど，そう
いうような情報，データを信じるような考え
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方そのものは，結構面白いと思うし，多分そ
のインターネットが100年後に築くであろう
理想というのかな，ある意味新しいパラダイ
ムとしての考え方としては非常に面白いなと
思います．
質問者Ｅ 色々興味深い話題をご提供いただ
きましてありがとうございました．お話の中
でソシオグラムを用いて，その情報も使って
人間関係を構造化するというお話があったと
思いますが，それに関わってなんですが，い
わゆる個人情報流出問題というのがありま
す．その個人の色んな，家計とか収入とかの，
そういう情報が流出するようになっていると
思うんですが，ソシオグラムをベースに人間
関係を構造化する状況が出来上がった時に，
個人情報の中に人間関係って出来ますよね．
そういった情報の流出問題というのも出てく
るのかなと思ったんですが，この辺りについ
てはどうですか．
佐々木 それは十分あり得ますよね．将来的
にいうと，ソシオグラムはある意味３次元的
に監視化されちゃう恐ろしい社会がいずれ
やってくるかもしれない．そこまで行っちゃ
うかもしれません．それじゃあ，その人がど
の場所にいるかが見えることって，本当にい
いのかどうかって問題が出てきますよね．た
だ現時点でそこは誰も想像してないと思いま
す．今は，さっきおっしゃったことは僕も思っ
たんですけど，多分いずれそういう問題意識
が浮上してくる可能性はありますが，現時点
ではそこまではまだ想像できる範囲が少な
いっていうのがインターネットの世界の現状
じゃないかと思います．
質問者Ｅ 補足になりますけど，先ほど，ア
マゾンの本の嗜好，好みの問題のことをお話
されていましたが，データの上では記号とし
て個人が識別されてるんだけれども，実際に
は識別されてる記号の後ろには個人の住所な
りなんなりが入っていますから，そういう情
報がどんどん蓄積していけば，そういった情
報を持つことの出来る組織というのは，なん
らかの強い権力を持つような可能性が出てく
るのかなという気はします．
佐々木 それはおっしゃる通りで，経済産業
省で，去年，パーソナル情報委員会というの
がありました．パーソナル情報とは個人情報，
いわゆる基本の情報のことで，住所，氏名，
年齢などです．それに加えて，その人の買い
物の履歴とか，さらにパスワードとか顔写真
とかすべての情報を含めてパーソナル情報っ
ていう言い方をするんですけど，これをどこ
まで企業が有効活用をするのを許していいの
かについてのガイドラインを作らなきゃいけ
ないという委員会だったんです．
例えば今個人情報保護法があって，あの中
で個人情報の第三者提供はいけないって話に
なっています．そうすると，例えば僕が楽天
の社長だとして，楽天の会員の個人情報を，
アマゾンの個人情報と結び付ければ，より買
い物のデータを構造化が出来るんじゃないか
とかと考える．でもそれはアマゾンからする
と，全員にアマゾンに回しますけどいいです
かっていう了解がなきゃいけない．ただし，
今ビジネスの進化の中で見ると，ライフログ
的には色んな企業が持っている情報を結びつ
けたほうがいいんじゃないかって話に当然
なってくる．
だから例えば，駅のコンビニでどんなもの
が売れているかというのと，その人がいった
いどこからどこまで駅で通勤しているかとい
う情報をマッチングさせれば，長距離の人の
ほうがアメを買う率が高いとかっていうのが
出てくるよねっていうような話になるわけ
で，企業の側からはそういうことに対する要
求は異様に高いんです．やって欲しい．ただ
し今このままやると個人情報保護法違反にな
るので，それをなんとか法律違反にならない
ようなガイドラインを経済産業省で設定して
欲しいというような，企業側の要請が非常に
高まっている状況．どういう解決策があるの
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か，これは単純にもうそんなのダメだという
のは簡単なんですけど，そう言う一方でアメ
リカではどんどんライフログビジネスが進化
していて，このままいくとまたライフログの
分野で日本は置いていかれるんじゃないかっ
ていう心配が経済産業省側にある．だからあ
る程度個人情報を融通きかせる方向にしたほ
うがいいんじゃないかということがある程
度，共通認識に入った状況です．
そこで今言われているのは，匿名化しま
しょうということですね．データを第三者機
関を作って，例えばそこにNTTドコモが自
社の顧客情報を渡します．GPSがどういう位
置経路を使ったかのデータが入っている．そ
こで，その第三者機関に通した段階でその人
の名前とか住所とかっていうのは一切はずし
て，この IDの人は目黒区から東京駅まで移
動しましたよっていうデータだけが残る．
でもこれにもまだ問題があって，絞り込み
すぎると個人が特定されるっていうことがあ
るんです．例えば東京から札幌まで飛行機で
飛んだ人，年間何百万人もいるから，その段
階で個人は特定されない．でも東京から札幌
まで飛行機で飛んだうち，さっき札幌の本屋
でこの本を買った人っていうと多分千人ぐら
いしかいない．これを３つか４つくらいやる
と，１人になっちゃう．データの絞り込みを
どこまで許すのか．千人まで絞り込んだらそ
れ以上絞り込んじゃいけないというガイドラ
インを作るのかどうかっていう議論にまで
なってるんです．現状はそういうところで，
どれだけ個人の特定と，ライフログデータの
有効活用っていう一見トレードオフに見える
ことを過不足なく出来るかどうかというのは
結構重要なテーマになっています．
質問者Ｅ 企業側が情報を取ろうとする方法
は色々あるんだろうと思うんですが，その中
でフリーのメールを提供している企業ってあ
りますね．そこでそのやりとりは，その企業
側にしてみればどういったメリットがあるの
かなと思います．想定出来るのは個人のつな
がり，何らかの形で情報を登録している．こ
れがあると，人間のつながりがそこでも拾え
てしまって，そうすると怖いなと思います．
だから無料メールって，タダのは使いたくな
いなって思って私は使っていないんですが，
その辺りの状況はどうなんですか．
佐々木 Ｇメールとかは確かにおっしゃると
おりなんですけれども，現状ではそれはアル
ゴリズムだけで処理をしていて，一切その
メールの中身とか，誰と誰がメールしてたと
かって人間は感知してないって企業側は一応
言ってるんです．ただそれをどこまで信用す
るかっていう話でしかないんです．それを言
い出すと実は無料のメールサービスだけじゃ
なくても，どんなメールでも言えることで
あってですね，ルーターで監視しているとす
べてチェック出来ますし，実際ウィニー事件
の時に，ルーターでウィニーのパケットを監
視するっていうことも企業が導入したりして
いるので，そうするとルーターをプロバイダ
の IDの段階でチェックすれば，誰と誰がど
ういうやりとりをしてたか全部分かってしま
う．そこまでやると実はもうビジネスになっ
てしまうし，もう１回手紙に戻りましょうっ
て話になると思います．
質問者Ｅ やっぱり人と人の関係を持てば，
その人の情報がなんらかの形で伝わるのは，
それは覚悟しなきゃいけない話であると私は
思うんです．だから問題は，自分に関する，
何のためにか知っておきたいなっていうこと
に関わってくる．一般的にはばれるのも当た
り前っていうくらいに考えるのが自然だと私
は思っています．
佐々木 それはおっしゃる通り．ただ，自分
がそれをコントロール出来るほうがいいです
よね．ただ現状では個人情報保護法を施行し
てどうなったかというと，そんな別に同じ学
校のお母さんにばれてもいいだろうっていう
住所氏名までも一切名簿に載らないという状
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況になっています．これは明らかに過度に行
き過ぎた運用手法ですよね．一方でインター
ネット上ではすべてオープンにしていいのか
というと，決してそれはそういうことではな
くて，ある程度情報を発信する側，情報をと
られる側が，それをアクティブコントロール
出来る仕組みをどうやって作っていくかって
いうのが重要な課題になるのは間違いない．
司会 アマゾンとかがそういう個人の情報を
どんどん集めていく．でもアマゾンで欲しい
のは，一人ひとりの名前ではないということ
なんですね．あるＫって人がお布団買ったり，
アイパッド使ったりという形で，どんどんど
んどん，情報が集まってくる．それはあるＫ
という人とは結び付かない．あるいは，そう
いった内容をアマゾンは欲しがってないって
ことですよね．最終的には住所とか，そうい
うものを使っていかないと，例えば物が，買っ
た時に運べないわけですけれども，少なくと
もデータベースの場合としては，僕の名前っ
ていうのは興味ないってことですね．情報を
持っているというだけですね．そういう状況
の中で，アマゾンの会員は何万人といるから，
何億という顧客を持った時に果たして，そう
いう一人ひとりのね，名前をこう監視すると
いうような状況が出てくるかは非常に僕は疑
問ですし，アマゾンにしても西海岸の会社で
対応出来ないぐらいに強くなってと思ってま
す．そういう意味では僕は基礎情報を監視す
るような状況は出てこないのかなって気がす
る．
質問者Ｆ 色んな情報，現状況といいますか，
課題を聞かせていただきまして大変参考にな
りました．１つはツイッターに関してです．
今まで佐々木さんのほうでアマゾンはこう
やっていくんじゃないかっていう紹介があっ
たんですけど，これからのツイッターのビジ
ネスモデルを考えた時に，協調フィルタリン
グのようなものを用いて，黒字化を発展する
ような仕組みをこれから考えられていくの
か，僕自身のイメージとしては，どうやって
やればいいんだろうかっていう，分からない
部分があるんですけど，佐々木さんとしては
どのようにお考えなんでしょうか．
佐々木 ツイッターの今抱えている問題は，
ノイズが増えてきていることなんですよ．だ
いたいフォロー数が，自分がフォローしてい
る人が100人を超えると，タイムラインです
ね．ツイッターのつぶやきが時系列で並ぶん
ですけど，自分をフォローする人．もう負荷
がかかって読めなくなってしまうってよく言
われていて，つまり日本国内に多分ツイッ
ターユーザーって500万人ぐらいだと思うん
です．おそらく推定で．これがじゃあ５千万
人ぐらいになったらどうなるかっていうと，
全員が全員，フォロー数が千人とかになって
きちゃうと，千人とか１万人とかになると，
そうなったら多分タイムラインがどんどん長
くなっていく状況の中で，情報量がどんどん
どんどん増えていってしまうことに対する，
情報を抑えるフィルタリングシステムみたい
な，なんらかの仕掛けをしないといけなく
なってくると思うんですね．
逆にいうと，今のカオスのツイッターだと
マーケティングは出来ない．何故かというと
広告をどこに載せていいか分からないようで
は多分成り立たないだろうからです．情報は
ものすごい勢いで流れているわけですよね．
商品情報を含めて．故にツイッターっていう
のは広告のプラットフォームとしては十分成
り立つだろうっていう推測は出来るんです．
発想としては．ただし広告のプラットフォー
ムとして成り立つためには，そこにきちんと
した，情報の流れている整然としたフィルタ
リングシステムがどこかに必要になってくる
わけで，そのフィルタリングシステムをどう
作るかってことに今後かかってくるんじゃな
いか．
例えばユーザーリスト機能を使って，ユー
ザーリストで，例えば化粧品情報に詳しい女
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の子のリストを作ってそのリストがみんなに
ものすごい評価されて，このリストは素晴ら
しいってみんなに使われると，そのリストそ
のものに広告を載せるということは多分あり
得るだろうし，そういう形じゃなかったら
フィルタリングシステムそのものに広告を沿
わせるって方向に，多分将来的には広告が流
れるんじゃないかと思います．
質問者Ｆ もう１つ，質問です．僕もリスト
機能は使ってるんですけれども，実際にリス
ト機能を使っている中で，リストの中にはノ
イズっていうのがあるわけで，全然必要とし
ない情報がどんどん流れてきてるんです．リ
ストを使う時この段階からフィルタリングす
るっていうことが必要になってくるんじゃな
いかと思うんです．現状のリストというのは，
人の手で作られるものですから，機械的に誰
かをうまいことはずして自分自身にとって必
要な情報のみを抽出することに対応する仕組
みが構築されない限りは，効果的な広告です
とか，究極のところまでいかないのかなって
思うんですけど．
佐々木 それはおっしゃる通りです．確かに
リストメモの中に異様にたくさんつぶやいて
いる人がいると，それでタイムラインが埋
まっちゃって，他の情報が見られなくなっ
ちゃう．それで色んな問題が起きるわけです
よね．そうするとじゃあ，ここに必要なのは，
ユーザーにひも付けしてタイムラインを表示
するリスト機能がいいのか，それともハッ
シュタグのようにね，何かのキイワードにひ
も付けられた情報を流したほうがいいのか．
あるいはそのハッシュタグのようにキイワー
ドへのひも付けと，ユーザーリストのユー
ザーにひも付けを嚙み合わせたほうがいいの
か．色んなことが今後出てくると思う．ただ
ツイッターの面白いのは，ツイッターという
会社だけが開発しているわけではなくて，
APIを公開しているのでその周辺の巨大な
エコシステムみたいなのが出来上がって，
様々な企業がアプリケーションサービスを
作ってることですね．そういうところから新
しい，ツイッターを使いやすくするユーザー
システムが生まれてくる可能性も僕はあり
じゃないかと思います．
質問者Ｆ ありがとうございます．もう１つ
あるんですけど，そういったハッシュタグっ
ていうか，そういったことも何か分かるんで
すけれども，ハッシュタグみたいな機能が
どっちかというと一般の，なかなかリテラ
シーの高くない人達っていうのは，サービス
の使い方っていうのか，難しくなってくると
思うんですよね．そういった問題を１つサ
ポートするサービスとして，これ札幌の友人
が作ってるサービスなんですけれども，そう
いった，はてなブックマークの，まとめサイ
トみたいなところを見ればいいことなんです
けど，そういったものを見て，手紙やメール
はいいんですけれど，そういうところを中心
に情報を見てしまうと，情報の画一化，イン
ターネットによる情報の画一化が生じてしま
うんじゃないかと思うんですよね．ちょっと
話は戻るんですけど，それに対して，一方で
は１％弱の人がまとめサイトを見るんだけれ
ども，使いこなせる人はより使いこなせて
ハッシュタグを使っていくような感じに二極
化すると思うんですが，使える人，使えない
人とではっきり二極化してしまっていいんだ
ろうか．その辺はどうお考えでしょうか．
佐々木 それって，今おっしゃられたのって
ブログとかウェブが抱えている問題とまった
く同じですよね．つまりそれはどういうこと
かというと，裏返していうと，ツイッターが
それだけ巨大になり過ぎたってことなんです
よ．つまり我々が今までブログとかで長い文
章を発信していたのと同じように140文字で
短い文章を発信する．これは完全に情報圏域
としては別のものになりつつあるわけで，そ
れが結構巨大であってですね，だからこそノ
イズフィルタリングの必要性が出てきたりと
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か，マスメディア化するものが出てきたり，
ナビの存在が出てきたりとか色々しているっ
てことなんです．
質問に戻ると，情報の流路を最初にトータ
ル的に捉える場所っていうのが次は必要に
なってくるんじゃないか．これは実はイン
ターネット全体でもそうなんですよ．特に日
本の場合そうなんですけど，例えば政権交代
をして様々な議論がインターネット上でおこ
なわれました．ブログ上でもものすごく色ん
な人が色んなことを語って，あるいはツイッ
ターでも色んな人が色んなことを言ってい
る．あるいははてなブックマークでもなんか
言っている．ところがそれについて，どこを
見ればいいか分からないんですね．例えば八
ツ場ダムの現場に前原大臣が視察に行って，
それに対して新聞が地元が反対しているみた
いなことをいってるんだけど，一方それに対
して，じゃあ本当に八ツ場ダムの問題はそれ
でいいのかっていう議論がものすごく巻き起
こって，僕はそれをずっと追っかけています
が，場所が拡散しているんですよ．ブログや
ウェブやチャンネルや色んなところにね．
アメリカでは，最近そういうものを一覧出
来るサービスが出てきている．確かニュース
アグリゲーターというんです．ロボットとか
が有名なんですけど，例えばオバマ大統領が
なんか言ったみたいなことで事実を知りたい
としたら，それについてワシントンポストは
こういう記事にしている，ニューヨークタイ
ムズはこういう記事にしているというリンク
とともに，その問題について有名ブロガーの
なんとかさんはこういうことを語っている，
政経で有名な記者はこういうことを言って
るっていうインフォもある．だったらそこに
ツイッターで普通の人はどうつぶやいている
のかっていうハッシュタグのインフォもある
という風に，１つのことが起きたらそのこと
に対する言論空間，ネット上の言論空間で何
が語られているかっていうのを，ある程度ま
とめて見せられる仕組みを作っているという
ことです．
もちろんここには編集というものが介在す
るわけですから，人間の．意図的なリベラル
系のブロガーの話を紹介すれば，リベラルっ
ぽく見えるし，保守系っぽく見せれば保守
系っぽく見えるということはあります．だか
らニュースアグリゲーターの中で，リベラル
系のアグリゲーターと，保守系のニュースア
グリゲーターが両方出て来ちゃう．そういっ
たようなポータルサイトを中心とした言論空
間っていうのが，もう少し出てくる可能性は
日本に多分あるんじゃないのか．実際ライブ
ドア辺りがそういうのをちょっとやろうとし
ているわけですよね．ブログを作って，ライ
ブドアのブログの公開だったりとか，メール
のプラットフォームみたいのとか，そういう
のもそうかと思うんですけど，あとはヤフー
でやっているヤフートピックスなんかもそう
です．あれは１つの物事に対して色んな
ニュースソースがどんな風に報じているかと
いう情報を流しています．ブログとのリンク
はちょっと違う仕組みになってくるでしょ
う．これはツイッターでもまったく同じなん
です．逆にいうとツイッターのそういうよう
な様々な議論とブログでの議論とをリンクし
て同じ人間に見られる仕組みっていうのが将
来的に必要になってくるんじゃないかと思い
ます．
質問者Ｇ 先ほどミクシィが内輪受けだとい
う発言がありました．私はミクシィもツイッ
ターもどっちもやっていないんですけど，ミ
クシィが昨年辺りから，一部ユーザーに限定
して，ミクシィエコーといって，ツイッター
のようなサービスを始めまして，昨年末に，
ユーザーに受けてミクシィボイスとして始
まったと思います．それが例えば友人にだけ
公開になったとして，私が以前あったことな
んですけど，例えばアマゾンでこういう本を
安く売ってるっていうのを，ミクシィボイス
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に投稿して，それをマイミクシィの方が見て，
その方が日記として知人に教えてもらった
と．その日記を公開した時，その日記が友人
の友人まで公開されたということがあったん
です．こうなったらミクシィが内輪だけでは
なくて，そこから少し離れて，情報が流れる
ことがあるので，内輪とは言い切れないと思
うんですけどどうですか．
佐々木 自分がマイミクのみに公開した日記
が，ボイスか，どちらでも同じだと思うんで
すけど，それが友人の友人にまで公開される
のは SNS的にはよくあることなんです．ミ
クシィの場合，プライベートとパブリックの
空間の境目がよく分からないという問題が
あって，例えば僕の知り合いで割と有名な企
業の社長の奥さんなんですけど，友人だけに
公開した日記を書いていた．マイミクシィで
ね．それは100人ぐらいしか友達いないから，
100人ミクシィ内では全員仲良し．なのでそ
の日記に夫婦げんかしたって話をマイミクに
書いたら，翌日２ちゃんねるに貼られたって
いう事件があってですね，ものすごい人間不
信に陥ったってことがあるんだけど，これは
常に起きるんですね．
あと例えば前にもどこかの高校生がケン
タッキーフライドチキンでアルバイトやって
いて，ゴキブリを揚げていたと書いて，閉鎖
の方向になっちゃった．本人いわく，日頃ミ
クシィで日記を書いて全体に公開しても誰も
読みに来なかった．結局自分の日記に反応す
るのは友人ぐらいしかいないので，なんとな
く友人だけのやりとりだと思って書いたと
ね．でも実は人に見られてたってケースです．
２ちゃんねるなんかもそうですね．２ちゃ
んねるってなんとなくマニアックな板がある
とすごく狭い，クローズな世界になっている
わけですよね．もちろん匿名だからどこの誰
か分からないのに，なんとなく仲間意識みた
いなのがある．そういうところで，例えば右
翼系の板で左翼系のなんとか指揮者がどこか
で公演やる，あんな公演なんか爆破してやろ
うよって書いたら警察に捕まったみたいなこ
とがあります．あたかも２ちゃんねるは狭い，
小さな板の中で内輪受けで書いたことが，警
察やなんかに見られているとは夢にも思わな
かったみたいなことを供述したりするわけな
んです．
インターネットってつまりプライベートと
パブリックの境界が非常にあいまいである
し，ユーザーの周りが捉えにくいサービスで
あることで問題が起きてるんですね．ミク
シィは基本的にプライベートであることを前
提に，コミュニティで運営されている形なん
です．だからパブリックに間違って公開され
ることによって，事件になるケースが実は頻
発している．一方でツイッターは，最初から
オープンな場所であるという前提でスタート
しているんですね．鍵をかけることは可能な
んだけど，鍵を作れというのはしていない．
最初のスタート時点が違うという意味で，
やっぱりミクシィのコミュニティの強さと，
要するに閉鎖された強さと，ツイッターの
オープンへの引力っていうのは全然違うん
じゃないかな．だからツイッターもあれはあ
れで難しくて，アットマークでつぶやくとそ
の人にもう必ず伝わりますよね．
例えば，アットマーク佐々木俊尚に何か僕
がつぶやく．それがどんどんどんどん展開さ
れていって，どこか先のほうで，誰かが佐々
木俊尚って書いていると，それが僕に伝わっ
てくるわけですよ．そうするとツイッターっ
ていうのは一見ブログのようなオープンな空
間で，引用しながらその引用と引用が実は本
人とのコミュニケーションとつながってきて
いる，１対１のコミュニケーション，オープ
ンな空間での議論っていうのが，非常にオー
バーラップしているところの恐ろしさがあり
ます．結構これはこれでコミュニケーション
の難しさっていうのがやっぱり出てきていま
す．インターネットは今渾然一体というのか
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な，パブリックとプライベートの空間の問題
であるとか，あるいは人とのコミュニケー
ションの問題とか，色々な問題が今噴出して
いるのが実状だと思います．
質問者Ｈ 色々，こういう状況がどんどん進
んでいますけれども，勉強させていただきま
した．さっきのＡさんの質問と重なりますが，
やっぱり自分の知らないところで情報が蓄積
されていく方向，ライフログっていうのは
ちょっと遠慮したいなっていうような気持ち
のほうが強いんですけれども．お話の最初で
検索エンジンをどういうようなものにしてい
くか．もっと使い勝手のいいものにというこ
とからお話が始まったと思うんですが，そう
いうライフログみたいなものを発想する方向
じゃない違う方法，改良の仕方というもので，
もし進んでいる部分があれば教えていただき
たいなと思います．
佐々木 それは，ソシオグラムに沿った話に
なります．更に他のエッジがあるかっていう
と，今日話したのは検索エンジンじゃないと
ころの情報流路なんですけど，検索エンジン
そのものにもう少し付加価値を付けるってい
う話は昔から言われていて，例えば自然文検
索ですよね．普通に文章を入力したら答えが
返ってくる仕組みであるとか，新しい検索エ
ンジンを次々作らなくてはっていうんですけ
ど，まだやっぱり決定的にすごいグーグルの
後には，新しい検索エンジンは登場してきて
いないのが事実なんです．そういう意味では
検索エンジン，98年にグーグルが今のような
高性能な検索エンジンを初めて作ったんです
けど，それから12年間，基本思想としてはあ
まり進化してないというのが現状です．
司会 私からよろしいですか．ネットの状況
が，人に危惧を与える存在として今後作られ
ていくのか．あるいはあいまいなまま，緩や
かな流れで進むのか．あるいは明らかに社会
的な要因によって変化していくのかどうか．
それをお聞きしたいんですけど．
佐々木 デジタル情報って実は２種類ありま
す．90年代の前半頃は僕はよく働いていたん
ですね．あの頃は，パソコン持ってるかどう
か，インターネットを使えるかどうかってい
うことだけだったんですけど，今この2010年
の段階でインターネットを使ってない人，パ
ソコン持ってない人，あるいは携帯を持って
いない人って少数派なんですね．そういうこ
とを言うと，地方の年寄りをバカにするなっ
て怒られるんだけど，基本的に社会の構成数
全体で見ると，９割以上が使っている．ただ
し，デバイスってもう１個出てきていて，ソー
シャルメディアデバイスなんですね．だから
ツイッターとかブログとか，いわゆる SNS
とかいわゆるソーシャルメディアがどんどん
社会の中心に入り込んできていて，そこで
様々な議論がおこなわれる．やってない人か
ら見るとブログっていうのは別に暇つぶしで
なんか書いてるだけじゃないかって言うんで
すけど，実はそうではない．ツイッターでも
末端の議論の交流が行われているわけで，そ
ういうものがどんどん増えてきている．そこ
に参加しているかしていないかは結構大きな
問題なんです．でも今日お話ししたレコメン
ドという話は実は，ソーシャルメディアに参
加してない人にも，ちゃんと情報が送り届け
られる仕組みを作りましょうっていう話なん
です．だからこそレコメンディーションなん
です．要するに自分から必要な情報を取れる
人は別に構わないのです．という状況で要す
るに検索エンジンとか自分がツイッターで何
かつぶやいて，簡単に出来る人は自分で情報
収集してください．どういう相手にも的確な
情報がその人に送り届けられる仕組みを作ら
なきゃいけないというのが問題意識の１つに
なっています．
次に出てくる問題としては世論形成．現在
の世論形成っていうのはマスメディアによっ
て行われている．マスメディアが報道し，世
論調査を行ってそれが形成される仕組みで
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あった．これが韓国とアメリカは完全にそう
なっちゃったんですが，インターネット上に
移り変わったんです．要するに世論がネット
上で作られ，それがダイレクトに政治に接続
されるっていうことが起こったんです．今で
も実は民主党なんかはそうしつつあるわけで
す．要するにツイッター上でつぶやかれたこ
とが，記者会見でそのまま質問としてあらわ
れて，そこにはマスメディアが介在しないよ
うなことが，会見で行われたっていう状況が
出てきてるんですね．これがどんどん進んで
いくと，インターネットのほうが世論形成装
置になってしまうだろうということです．も
ちろんそこには過度にフィルタリングされな
い言論が含まれていて，ネット空間が世論の
相場になってしまうという矛盾がある．
それらを置いとくとして，もう１個の問題
としては，そうなった時にソーシャルメディ
アに接続していない人達の世論はどうなるん
ですかというような，そういう新しい連中が
出てくると思うんですよね．そういう場を与
えられたことが政治の世界に反映されます．
民主党政権に，政策面で反映されました．で
も地方の人だけでなく，年齢関係なしにネッ
トでそんなこと言われたのを知らなかったと
言い出す人が必ずいて，その人達イコール
残っている世論を，じゃあどれだけ逆にどう
ネットに接続するかっていうのが次の課題で
す．ただ現状ではインターネットが一切接続
されていないことのほうがずっと問題だと
思っていて，ネットこそが正しい世論を形成
する装置になりつつあると言い，書き続けて
きています．それなりにようやく今落ち着き
つつあるというところです．ただ僕らのよう
な仕事をしてる人間はこの次にくる状況を見
なきゃいけないという感じにはなっていると
思います．
司会 ありがとうございます．予定の時刻を
過ぎたんですけど，せっかくですので他にど
なたか質問されたい方，いらっしゃいますで
しょうか．
質問者Ｉ 新聞やテレビっていうのはこれか
らどうなっていくとお考えですか．簡潔に結
論だけでいいですが，教えてください．
佐々木 日本ではどうなっているか．アメリ
カの場合だと，新聞は特にそうなんですけど，
広告料がきわめて高いんですね．だいたい広
告８で販売が２．日本の場合は広告が３で販
売７．販売のほうが多い．だから広告市場が
急転しても，実は経営に対する影響はアメリ
カに比べると相対的に小さいんです．広告は
実際激減していて，ピーク時の90年代の後半
には１兆５千億ぐらいだったんですが，多分
電通が発表する値では，2009年の新聞広告費
は全体でだいたい6,500億もあったかどうか
です．要するに一時の４割ぐらいになっ
ちゃったんですね．去年はまた8,500億だか
らそれからも３割減った．もしアメリカのよ
うに広告が８で販売が２だったら，もう日本
の新聞広告はつぶれるだろうという感じです
けど，多分つぶれない．販売が強い．その販
売を担っているのは高齢者等である．50代，
60代，70代．その人達が社会からいなくなる
まで徐々に徐々に衰退を続けていく状況が今
後10年20年の間に起きてくるんじゃない
か．もちろんあちこちの新聞がこれからつぶ
れると思うんですけどね．全体としてはこう
いう状況にある．これがいいのか悪いのかと
いえば，悪いです．何故かというと，新聞の
メディアとしての生命力っていうか，言論の
パワーが，80年代からするとかなり劣化して
いる状況に来てしまっている．今回パブリッ
ク問題とか批判されていることでも分かるよ
うに，もういいようにコントロールされ
ちゃっている状態なんです．色んな人や組織
からね．そういう状況の中で，それでも世論
形成の一角を担っていることに対する自負の
ほうが僕は邪魔だと思います．いったんそう
いうのがフラットにしてなくなってしまった
先に，もう１度新しいメディアとして生まれ
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てくることによる，混乱するけれども新しい
世論形成装置としてフレッシュな武器を持つ
ほうがいいんじゃないかと僕は考えていま
す．
司会 もう時間はかなり過ぎたでしょうけれ
ども，質問者いらっしゃるでしょうか．よろ
しいですか．なければ終わりにしたいと思い
ます．どうも佐々木さん，長い時間ありがと
うございました．（拍手）ではこれでシンポジ
ウムを終わります．
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